
も
し
私
が
こ
れ
ら
大
き
な
陣
営
に
参
加
し
た
ら
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
　
…
も
し
世
界
の
す
べ
て

が
こ
れ
ら
二
つ
の
大
き
な
陣
営
に
分
断
さ
れ
た
ら
、
い
か
な
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
不
可
避
な
結
果
は
、
戦
争

で
あ
ろ
う
（B

radley, 2010: 479

-480

）。

ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
首
相
に
よ
る
バ
ン
ド
ン
会
議
で
の
演
説
（
一
九
五
五
年
四
月
）

事
実
上
、
一
四
九
二
年
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
帝
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
脱
植

民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
反
対
方
向
へ
と
後
退
し
て
い
く
（Fraser, 2013: 469

）。

カ
リ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
「
脱
植
民
地
化
と
冷
戦
」（
二
〇
一
三
年
）
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一
　
脱
植
民
地
化
の
ト
レ
ン
ド

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
時
点
で
、
世
界
の
多
く
の
地
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
に
よ
っ
て
、
直
接
的

か
間
接
的
に
植
民
地
支
配
を
受
け
て
い
た
。
帝
国
に
は
、「
公
式
の
帝
国
（form

al
em
pire

）」
と
「
非
公
式
の
帝
国
（inform

al
em
pire

）」

が
あ
る
（G

allagher
and
R
obinson, 1953; W

estad, 2007: chap. 1; 2017: chap. 10; H
ow
e, 2002: 25; 

木
畑
、
二
〇
一
二：

三
一
│

三
三；
半
澤
、
二
〇
一
〇；

島
村
、
二
〇
一
八：

七
九
│

八
〇
）。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
植
民
地
で
あ
っ
た
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
地
域
で
、「
脱
植
民
地
化
（decolonization

）」
の
動
き
が
本
格
化
し
た
。
脱
植
民
地
化
し
た
国
家
は
、
主

権
国
家
と
し
て
国
際
社
会
に
登
場
し
て
い
く
。
平
和
裏
に
脱
植
民
地
化
し
た
国
家
も
あ
れ
ば
、
帝
国
が
崩
壊
・
解
体
し
て
独
立
し
た
国

家
も
あ
る
し
、
長
引
く
民
族
解
放
闘
争
を
戦
っ
て
独
立
を
勝
ち
得
た
国
家
も
あ
っ
た
（B

ull
and
W
atson, eds., 1984; K

ennedy,

2016; A
nsprenger, 1989; C

ooper, 2005; L
eS
ueur, ed., 2003; B

radley, 2010: 464; D
uara, 2013: 88

-90; Irvin, 2014;

B
lack, 2008; 

小
川
、
二
〇
〇
九
）。
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
国
家
で
独
自
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
し
た
が
、

大
き
く
捉
え
た
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
帝
国
が
溶
解
・
解
体
し
、
そ
れ
ら
の
植
民
地
が
政
治
的
独
立
を
遂

げ
て
い
く
国
際
シ
ス
テ
ム
の
趨
勢
（
ト
レ
ン
ド
）
的
変
化
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
覇
権
国
の
交
代
な
ど
循
環
（
サ

イ
ク
ル
）
的
な
変
化
と
は
区
別
さ
れ
る
（
島
村
、
二
〇
一
八：

一
一
│

一
二
）。

一
九
四
〇
年
代
後
半
に
は
、
早
く
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
南
北
朝
鮮
な
ど
が
脱
植
民
地
化
を
遂
げ
て
い
く
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
〇
年
だ
け
で
一
七
カ
国
が
建
国
独
立
し
た
。「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
で
あ
る
。
そ
の
後
も
残
り
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

は
独
立
を
遂
げ
、
国
際
連
合
（
国
連
）
の
創
設
期
に
五
一
カ
国
で
あ
っ
た
加
盟
国
は
、
一
九
六
五
年
に
は
一
一
七
カ
国
と
二
倍
以
上
に

拡
大
し
た
（B

radley, 2010: 464; F
raser, 2013: 472; Irvin, 2014: 96

-99; K
ennedy, 2016: chap. 1

）。
そ
の
後
も
、
独
立
国

は
増
加
し
、
二
〇
一
八
年
の
時
点
で
は
、
国
連
の
加
盟
国
は
一
九
三
カ
国
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
脱
植
民
地
化
後
も
、
経
済
的
に
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は
低
開
発
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
国
家
が
少
な
く
な
い
。
冷
戦
の
東
西
問
題
に
対
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
は
南
北
問
題
が
浮
上
す
る
。

北
の
先
進
工
業
国
と
南
の
発
展
途
上
国
と
の
間
の
経
済
格
差
が
大
き
く
、
か
つ
時
間
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

南
の
発
展
途
上
国
は
、「
Ｇ
77
」
を
形
成
し
、
国
連
な
ど
の
場
で
南
北
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
訴
え
て
い
く
。「
第
三
世
界
」、
今
で
言

う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
の
自
己
主
張
で
あ
る
（
松
下
・
藤
田
編
著
、
二
〇
一
六；

B
radley, 2010: 464

）。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
ト
レ
ン
ド
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
冷
戦
の
国
際
秩
序
と
も
密
接
に
関
連
し
合
い
な
が
ら
、
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
進
展
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
や
ア
メ
リ

カ
、
日
本
の
歴
史
家
た
ち
は
、
概
し
て
、
自
ら
が
形
成
し
た
帝
国
の
崩
壊
の
論
理
か
ら
、
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
描
く
こ
と
が
比

較
的
に
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
歴
史
家
た
ち
は
、
植
民
地
支
配
さ
れ
て
き
た
側
の
論
理
か
ら
脱
植
民
地
化

の
個
別
の
歴
史
を
描
く
傾
向
が
あ
る
。
将
来
の
歴
史
家
の
課
題
は
、
両
者
の
論
理
を
統
合
し
た
よ
り
体
系
的
な
歴
史
観
を
描
く
こ
と
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
（B

radley, 2010: 464
-465; F

raser, 2013: 469

-470

）。
国
連
や
非
同
盟
運
動
（N

on
A
ligned

M
ovem

ent

）

ば
か
り
で
な
く
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
英
連
邦
（
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
）
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
動
き
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
で
あ
ろ
う
（
小
川
、
二
〇
一
二
）。
ま
た
、
冷
戦
と
の
関
連
で
は
、
二
つ
の
超
大
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
に
脱
植
民
地
化
後
の

異
な
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
し
つ
つ
競
い
合
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
西
側
の
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
と
東
側
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ

条
約
機
構
と
い
う
軍
事
同
盟
が
し
ば
し
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
に
関
与
し
た
現
実
も
無
視
で
き
な
い

（F
raser, 2013: 469

-470, 476

）。

脱
植
民
地
化
の
動
き
は
、
冷
戦
よ
り
も
先
駆
け
て
始
ま
り
、
そ
の
後
、
両
者
は
同
時
進
行
で
進
展
し
た
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
は
、
冷
戦
の
論
理
を
超
え
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（B

radley, 2010:

465

）。
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ア
ジ
ア
や
そ
の
他
の
第
三
世
界
の
人
々
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
開
始
し
た
、
国
民
の
自
由
と
独
立
を
賭
け
た
勇
壮
な
闘
争
は
、

二
〇
世
紀
の
最
も
力
強
い
歴
史
の
動
き
に
数
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
次
の
点
を
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
闘
争
は
、
米
ソ

が
展
開
し
た
パ
ワ
ー
と
影
響
力
を
め
ぐ
る
競
争
と
一
時
的
に
時
期
が
重
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
闘
争
は
、
冷
戦
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
間
違
い
な
く
生
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
冷
戦
は
発
生
し
、
そ
の
全

体
的
な
特
質
が
不
可
避
的
に
、
第
三
世
界
に
お
け
る
民
族
主
義
的
な
闘
争
の
性
質
や
速
度
、
そ
し
て
最
終
的
な
結
果
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
も
、
脱
植
民
地
化
と
冷
戦
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
互
い
に

影
響
を
与
え
合
う
こ
と
が
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（M

cM
ahon, 2003: 36

）。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
ト
レ
ン
ド
と
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
冷
戦
期
以
前
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
を
ま
ず
見
た
上
で
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
冷
戦
の
進
展
と
と
も
に
脱
植
民
地
化
の
ト
レ
ン
ド
が
い
か
に
進
展
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

二
　
帝
国
主
義
と
脱
植
民
地
化
の
動
き

（
１
）「
帝
国
主
義
世
界
体
制
」
の
動
揺

特
に
一
八
七
〇
年
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
が
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
地
域
を
リ
ジ
ッ
ド
に
植

民
地
化
し
て
い
く
。「
帝
国
主
義
の
時
代
」
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
秩
序
を
「
帝
国
主
義
世
界
体
制
」
と
呼
ぶ
（
木

畑
、
二
〇
一
四：

一
七
│

二
四；

一
九
九
七；

江
口
、
二
〇
一
三；
島
村
、
二
〇
一
八：

七
八
│

七
九
）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を
中
心

と
し
た
国
際
秩
序
は
、「
西
欧
国
家
体
系
」
と
呼
ば
れ
る
（
高
坂
、
一
九
六
六；

武
者
小
路
、
一
九
七
七
）。
大
雑
把
に
捉
え
て
、
こ
の

時
代
の
国
際
秩
序
で
は
、
西
欧
国
家
体
系
と
帝
国
主
義
世
界
体
制
で
の
二
重
構
造
が
で
き
上
っ
て
い
た
（
納
家
、
二
〇
一
七；

山
影
編
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著
、
二
〇
一
二；

木
畑
、
二
〇
一
四；

田
中
、
一
九
九
四；

一
九
九
八；

藤
原
、
一
九
九
二；

一
九
九
八；

島
村
、
二
〇
一
八：

一
二
）。

帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
に
分
割
さ
れ
、
一
九
〇
〇
年
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
や
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
植
民
地
も
し
く
は
勢
力
圏
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
は
、
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争

を
経
て
、
台
湾
や
朝
鮮
半
島
を
植
民
地
化
し
て
い
く
（
大
谷
、
二
〇
一
四；

横
手
、
二
〇
〇
五
）。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
大
陸
に
傀
儡

国
家
と
し
て
満
州
国
を
建
国
さ
せ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
が
崩
壊
し
、
中
東
地
域
は
イ
ギ
リ
ス
と

フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
圏
と
な
っ
て
い
た
（
小
笠
原
、
二
〇
一
八；

鈴
木
、
二
〇
一
八
）。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
す
る
時
期
に
は
、
世
界

の
多
く
の
地
域
が
直
接
的
か
間
接
的
に
植
民
地
支
配
の
下
に
あ
っ
た
。

一
九
〇
四
年
二
月
八
日
に
勃
発
し
た
日
露
戦
争
で
、
ア
ジ
ア
の
島
国
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
ロ
シ
ア
に
勝
利
し
た
こ
と
は
、
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
地
域
の
植
民
地
の
人
々
を
鼓
舞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（Irvin, 2014: 92

）。
さ
ら
に
、
一
九
一
四
年
七
月
二
八
日
に

勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
地
域
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
が
大
い
に
刺
激
さ
れ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
国
際
秩
序
の
中
心
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
戦
争
を
経
験
し
た
植
民
地
側
の
人
々
が
、「
文
明
化
の
使
命
（civilizing

m
is-

sion

）」
や
「
白
人
の
責
務
」
と
い
っ
た
帝
国
主
義
の
論
理
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（B

radley, 2010: 466

）。
植

民
地
側
の
多
く
の
人
々
が
徴
兵
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
は
、「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
だ
け
で
は
な
く
「
帝
国
の
総

力
戦
」
で
も
あ
っ
た
（
木
畑
、
二
〇
一
四：

七
五
│

八
九
）。
ま
た
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
や
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
イ

ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
首
相
が
、
戦
後
秩
序
の
原
則
の
一
つ
と
し
て
「
民
族
自
決
（nation’s

self-determ
ination

）」
を
訴
え
た
こ
と
が
無
視

で
き
な
い
（B

radley, 2010: 466; 

島
村
、
二
〇
一
八：

九
五
│

九
七
）。
た
だ
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
が
説
く
民

族
自
決
の
原
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
み
適
応
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
地
域
で
も
適
応
さ
れ
る
こ
と
は
想
定

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
地
域
の
人
々
を
大
い
に
失
望
さ
せ

た
（
島
村
、
二
〇
一
八
、
九
七
頁
）。
一
九
一
九
年
の
パ
リ
で
講
和
会
議
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
指
導
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者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ア
ド
・
ザ
グ
ル
ー
ル
、
イ
ン
ド
国
民
会
議
の
バ
ー
ル
・
ガ
ン
ガ
ー
ダ
ル
・
テ
ィ

ラ
ク
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ア
イ
・
ク
オ
ッ
ク
（
後
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
）
で
あ
る
。
彼
ら
の
独
立
の
懇
願
は
、
無
視
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
パ
リ
で
の
講
和
会
議
で
は
、
日
本
が
提
唱
し
た
「
人
種
平
等
条
項
」
が
却
下
さ
れ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い

動
き
で
あ
っ
た
（Irvin, 2014: 93; B

radley, 2010: 466

）。
し
か
し
そ
の
後
、
民
族
自
決
は
、
国
際
的
な
規
範
と
し
て
は
っ
き
り
と

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
帝
国
主
義
世
界
体
制
」
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
（H

yam
, 2006: ch. 1; 

島
村
、
二
〇

一
八：

第
四
章
）。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
の
地
域
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
指
導
者
た
ち
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
に
よ
る
一
九

一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
（
三
月
革
命
と
一
一
月
革
命
）
に
も
、
刺
激
を
受
け
た
。
民
族
自
決
の
規
範
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
に
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
政
治
的
な
独
立
と
社
会
の
転
換
の
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
共
産
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
魅
力
が
高

ま
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル
・
ネ
ル
ー
や
オ
ラ
ン
ダ
西
イ
ン
ド
の
タ
ン
・
マ
ラ
カ
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
な
ど
が
、
世
界
で
共
産
主
義
革
命
を
推
し
進
め
る
た
め
に
一
九
一
九
年
三
月
二
日
に
設
立
さ
れ
た
コ
ミ
ン

テ
ル
ン
か
ら
の
支
援
を
受
け
た
。
周
恩
来
な
ど
中
国
の
指
導
者
た
ち
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
革
命
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
を
占
め
て
い

た
（Irvin, 2014: 94; 

川
島
、
二
〇
一
四：

一
五
八
│

一
六
一；

桜
井
、
一
九
九
九：

三
二
八
│

三
二
九；

狭
間
・
長
崎
、
一
九
九

九：

第
一
部
）。
し
か
し
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
以
外
の
革
命
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
世
界
で
の
共
産
主
義
革
命
の
推
進
よ
り
も
、
ソ
連
一
国
の
共
産
主
義
革
命
の
貫
徹
を
目

指
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
ソ
連
に
訓
練
場
を
組
織
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
数
多
く
の
人
々
が
モ
ス

ク
ワ
に
足
を
運
ん
だ
（B

radley, 2010: 467

）。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
国
際
主
義
や
ソ
連
の
共
産
主
義
と
距
離
を
置
い
た
脱
植
民
地
化
の
動
き
も
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
パ
リ
で
の
講
和

会
議
と
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
汎
ア
フ
リ
カ
議
会
（P

an-A
frican

C
ongress

）
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
諸
国
、
ア
メ
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リ
カ
か
ら
の
人
々
が
参
加
し
た
。
汎
ア
フ
リ
カ
議
会
は
、
汎
ア
フ
リ
カ
運
動
の
一
環
で
、
二
〇
年
前
の
一
九
〇
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
汎

ア
フ
リ
カ
会
議
（P

an-A
frican

C
onference

）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
第
一
回
汎
ア
フ
リ
カ
議
会
は
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
ド
イ
ツ
植
民

地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
、
領
土
や
労
働
、
教
育
、
医
療
、
衛
生
、
文
化
な
ど
の
権
利
が
国
際
連
盟
下
で
保
証
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
（
砂
野
、
一
九
九
七：

四
四
五
│

四
五
五；
B
radley, 2010: 467

）。

汎
ア
フ
リ
カ
運
動
は
、
戦
間
期
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ア
フ
リ
カ
地
域
と
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
問
題
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
領
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
ド
モ
ア
の
指
導
の
下
で
、
マ
ル
ク
ス
主

義
や
貿
易
連
盟
、
反
帝
国
主
義
、
有
色
人
種
（
ア
ジ
ア
人
を
含
む
）
の
主
義
主
張
な
ど
と
結
び
つ
い
た
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
が
過
激
な
形

態
を
と
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
で
は
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
の
エ
メ
・
セ
ザ
ー
ル
や
セ
ネ
ガ
ル
の
レ
オ
ポ
ー
ル
・
セ
ダ
ー
ル
・
サ
ン
ゴ
ー

ル
ら
が
、
ネ
グ
リ
チ
ュ
ー
ド
（N

égritude: 

黒
人
性
）
運
動
を
牽
引
し
、
植
民
地
主
義
を
批
判
し
た
。
セ
ザ
ー
ル
や
サ
ン
ゴ
ー
ル
ら
の

汎
ア
フ
リ
カ
運
動
に
は
、
ア
フ
リ
カ
側
か
ら
ク
ワ
メ
・
エ
ン
ク
ル
マ
や
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
ら
が
積
極
的
に
携
わ
っ
た
。
脱
植
民
地

化
の
後
、
エ
ン
ク
ル
マ
は
ガ
ー
ナ
で
、
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
は
ケ
ニ
ア
で
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
的
な
立
場
に
立
っ
た
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
や
ア
メ
リ

カ
か
ら
も
積
極
的
に
汎
ア
フ
リ
カ
運
動
に
関
与
し
た
人
物
は
お
り
、
た
と
え
ば
、
Ｉ
・
Ｔ
・
Ａ
・
ウ
ォ
レ
ス
＝
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
シ
リ

ル
・
ラ
イ
オ
ネ
ル
・
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
ら
が
い
る
（
砂
野
、
一
九
九
七
、
四
四
五
│

四
五
五

頁；
B
radley, 2010: 467

-468; Irvin, 2014: 92

）。

汎
イ
ス
ラ
ー
ム
や
汎
ア
ジ
ア
の
運
動
も
、
二
〇
世
紀
の
前
半
に
顕
在
化
し
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
直
後
に
、
中
東
地
域
は
、
オ
ス
マ

ン
・
ト
ル
コ
帝
国
が
解
体
し
、
多
く
の
地
域
が
イ
ギ
リ
ス
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
圏
と
な
っ
た
。
北
ア
フ
リ
カ
や
中
東
地
域
で
は
、

ま
ず
教
養
の
あ
る
ト
ル
コ
人
が
立
ち
上
が
り
、や
が
て
カ
イ
ロ
や
ダ
マ
ス
カ
ス
な
ど
の
都
市
に
運
動
は
拡
大
し
た（Y

aqub, 2013: 247

）。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
に
対
抗
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
原
理
と
実
践
を
再
考
す
る
動
き
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ

イ
ロ
の
ア
ル
＝
ア
ズ
ハ
ル
大
学
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
か
ら
学
生
た
ち
が
集
ま
り
、
汎
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
汎
ア
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ジ
ア
運
動
は
、
中
国
や
朝
鮮
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
た
と
え
ば
、
一
九
世
紀
半
ば
の
エ
ジ
プ
ト
の
改
革
主
義
、
一

八
九
八
年
の
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一
〇
年
ま
で
の
ト
ル
コ
の
憲
法
改
革
に
刺
激
さ
れ
、
地
域

横
断
的
な
活
動
に
従
事
し
つ
つ
、
非
西
洋
の
連
帯
意
識
を
高
め
た
（
弘
末
、
一
九
九
九：

二
六
三
│

二
六
七；

B
radley, 2010: 468

）。

（
２
）
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
帝
国
主
義
の
運
動

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
帝
国
主
義
の
運
動
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地

で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
運
動
が
ま
ず
一
九
二
〇
年
代
に
立
ち
上
が
り
、
世
界
大
恐
慌
を
経
た
一
九
三
〇
年
代
に
は

よ
り
広
が
り
を
見
せ
た
。
た
と
え
ば
、
汎
ア
フ
リ
カ
運
動
が
、
特
に
ガ
ー
ナ
や
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ケ
ニ
ア
で
反
帝
国
主
義
の
動
き
を
と

り
、
一
九
二
四
年
に
は
西
ア
フ
リ
カ
学
生
連
盟
（W
est
A
frican

S
tudents’U

nion

）
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
労
働

者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
反
植
民
地
主
義
の
政
治
的
運
動
を
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
社
会
経
済
の
方
向
へ
と
導
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
フ
リ
カ

植
民
地
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
啓
発
さ
れ
た
第
三
次
リ
ー
フ
戦
争
や
モ
ロ
ッ
コ
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
革
新
的
な
政
党
運
動
が
独
立
を
志

向
し
た
（
福
井
・
赤
坂
・
大
塚
、
二
〇
一
〇：
四
六
五
│

四
九
四
）。
エ
ジ
プ
ト
は
、
一
九
一
九
年
三
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
民
衆
デ
モ

と
ス
ト
ラ
イ
キ
で
準
独
立
国
家
と
し
て
歩
み
出
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
は
依
然
と
し
て
強
く
、
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
的
な
独
立
を

不
可
能
と
し
て
お
り
、
政
治
的
か
つ
経
済
的
な
改
革
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
世
俗
的
で
近
代
的
な
エ
ジ
プ
ト
の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
努
力

を
無
効
に
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
公
共
生
活
で
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
優
位
性
を
回
復
し
よ
う
と
す
る

宗
教
的
な
復
興
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。
特
に
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
（S

ociety
of
M
uslim

B
rothers

）
が
学
生
や
労
働
者
の
幅
広
い
支
持

を
獲
得
し
、
継
続
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
へ
の
民
衆
の
反
発
を
引
き
出
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
社
会
主
義
の
原
則
に
基
づ
い
た

経
済
改
革
を
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
イ
ギ
リ
ス
の
西
イ
ン
ド
諸
島
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
植
民
地
側
の
臣
民
た
ち
が
、
公

民
権
と
行
政
機
関
で
の
人
種
の
平
等
を
要
求
し
始
め
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
黒
人
と
労
働
者
階
級
の
意
識
の
向
上
に
よ
っ
て
、
政
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治
的
な
独
立
と
社
会
経
済
の
変
化
の
要
求
が
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
に
な
っ
た
（B

radley, 2010: 468

-469

）。

ア
ジ
ア
で
は
、
イ
ン
ド
帝
国
の
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
が
大
衆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
政
党
を
率
い
て
、
革
命
的
な
非
暴
力
・
不
服

従
（satyagraha; noncooperation

）
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
数
百
万
の
人
々
を
動
員
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
は
、

植
民
地
側
の
塩
税
に
抗
議
す
る
た
め
海
へ
の
行
進
を
行
っ
た
。
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
非
暴
力
・
不
服
従
の
運
動
は
、
そ
の
後
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
脱
植
民
地
化
と
ア
メ
リ
カ
国
内
の
公
民
権
運
動
に
無
視
で
き
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
（F

raser, 2013: 470;

K
apur, 1992; 

狭
間
・
長
崎
、
一
九
九
九：

三
〇
六
│

三
六
六；

長
崎
、
二
〇
〇
四：

三
七
四
│

三
七
七；

山
室
、
二
〇
一
四：

一
九

九；

秋
田
、
二
〇
一
二：
第
三
章
）。
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
で
は
、
反
植
民
地
主
義
の
政
党
が
地
域
を
超
え
た
宗
教
の
信
条
と
社
会
主

義
の
国
際
主
義
、「
民
族
」
の
新
し
い
言
説
を
掲
げ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
群
島
の
地
域
の
多
様
な
特
殊
性
を
乗
り
越
え
、
社
会
経
済
の
改

革
を
実
現
し
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
政
治
的
な
独
立
を
目
指
し
た
（
ハ
リ
ソ
ン
、
一
九
六
七：

二
四
四
│

二
四
九；

山
室
、
二
〇
一
四：

二
〇
一
│

二
〇
二；

山
本
、
二
〇
一
八：
一
一
〇
│

一
一
一；

中
野
・
遠
藤
・
小
高
・
玉
置
充
・
増
原
、
二
〇
一
六：

六
三
│

六
五
）。

同
じ
く
ビ
ル
マ
で
は
、
青
年
仏
教
徒
協
会
（the

Y
outh

B
uddhist

A
ssociation

）
の
活
動
家
の
僧
た
ち
や
我
ら
の
ビ
ル
マ
人
協
会

（D
obam

a
A
si-ayone; the

W
e
B
urm
ans
A
ssociation

）
の
学
生
た
ち
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
フ
ェ
ビ
ア
ン

社
会
主
義
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
な
ど
の
思
想
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
に
挑
戦
し
始
め
た
（
ハ
リ
ソ

ン
、
一
九
六
七：

二
五
一
│

二
五
二；

山
室
、
二
〇
一
四：
二
〇
〇
│

二
〇
一；

山
本
、
二
〇
一
八：

一
一
二
│

一
一
三；

中
野
・
遠

藤
・
小
高
・
玉
置
充
・
増
原
、
二
〇
一
六：

六
五
│

六
六
頁；

B
radley, 2010: 469

）。

戦
間
期
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
反
植
民
地
主
義
と
政
治
的
な
独
立
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
反
植
民
地
主
義
の
思
想

と
実
践
を
活
気
づ
け
た
り
、〝
抑
制
〞
し
た
り
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
流
動
性
の
増
大
を
露
わ
に
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

で
は
、
将
来
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
指
導
者
を
含
む
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
新
し
い
世
代
が
生
ま
れ
た
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
若
者
の
多
く

は
、
変
化
の
遅
い
ペ
ー
ス
に
我
慢
が
な
ら
な
い
学
生
や
伝
統
的
エ
リ
ー
ト
の
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前

－94－

杏 林 社 会 科 学 研 究（9）



の
儒
教
に
基
づ
く
政
治
秩
序
と
同
じ
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
秩
序
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
が

も
た
ら
す
苦
境
に
効
果
的
に
対
応
で
き
な
い
、
よ
り
古
い
世
代
の
反
帝
国
主
義
者
た
ち
の
無
能
力
さ
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
脱
植
民

地
化
の
運
動
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
国
主
義
に
激
し
く
反
対
す
る
新
し
い
社
会
集
団
を
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
都
市
に
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
都

市
の
知
識
階
級
は
、
主
に
店
舗
経
営
者
や
事
務
員
、
学
校
の
教
師
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
技
術
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら

の
生
活
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
の
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
自
ら
の
経
済
的
苦
境
と
教
育
や
政
治
的
参
加
の
機
会
に

宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
が
課
す
制
限
に
激
し
い
不
満
を
持
っ
て
い
た
（
ハ
リ
ソ
ン
、
一
九
六
七
、
二
五
四
│

二
五
六；

B
radley, 2010:

469

）。
因
習
破
壊
的
な
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
想
は
、
一
連
の
共
有
さ
れ
た
原
則
に
十
分
に
立
脚
し
た
も
の
で
は
必
ず
し
も
な

か
っ
た
。
個
人
と
社
会
の
変
革
に
向
け
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
動
家
た
ち
の
模
索
は
ま
っ
た
く
ば
ら
ば
ら
で
、
ほ
と
ん
ど
革
命
的
な
英
雄

主
義
へ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
信
条
に
基
づ
い
て
い
た
。
こ
う
し
た
知
的
な
環
境
の
下
で
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
は
、
一
九
二
五
年
に
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
青
年
革
命
同
志
会
（V

iêt
N
am
T
hanh

N
iên
C
ách
M
ang
D
ông
C
hí
H
i; V
ietnam

ese
R
evolutionary

Y
outh

L
eague

）

を
創
設
し
た
（
桜
井
、
一
九
九
九
、
三
二
八
│

三
二
九；

中
野
・
遠
藤
・
小
高
・
玉
置
充
・
増
原
、
二
〇
一
六：

七
〇
│

七
二
）。
こ

の
連
盟
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
前
身
と
な
っ
た
が
、
社
会
革
命
や
階
級
問
題
と
い
う
よ
り
は
国
家
問
題
に
対
す
る
緊
急
の
責
務
を

強
調
し
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
だ
け
で
な
く
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
固
有
の
政
治
的
言
説
も
あ
り
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
や
ガ
ン
デ
ィ
ー
、
孫

文
ら
の
思
想
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
た
。
最
終
的
に
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
は
、
愛
国
主
義
の
絆
と
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
す

る
た
め
の
社
会
革
命
へ
の
欲
求
を
通
じ
て
、
進
歩
的
な
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
農
民
を
は
じ
め
と
し
た
大
衆
を
集
結
さ
せ
て
い
く
。
し
か
し
、

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
た
ち
は
、
他
の
地
域
の
反
帝
国
主
義
の
活
動
家
た
ち
と
同
じ
く
、
一
九
三
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
に
、

植
民
地
社
会
を
変
革
し
、
政
治
的
な
独
立
を
獲
得
す
る
に
は
程
遠
い
状
態
に
あ
っ
た
。
帝
国
主
義
の
大
国
は
強
大
な
ま
ま
で
あ
り
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
運
動
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
散
し
て
お
り
、
都
市
と
地
方
の
人
々
を
動
員
す
る
能
力
に
は
ま
だ
限
界
が
あ
っ
た
（
山
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村
、
二
〇
一
四：

二
〇
二
│

二
〇
三；

B
radley, 2010: 469

-470

）。

三
　
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
脱
植
民
地
化
の
動
き

（
１
）
広
が
る
脱
植
民
地
化
の
切
望

本
稿
の
冒
頭
で
引
用
し
た
通
り
、
歴
史
家
の
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、「
事
実
上
、
一
四
九
二
年
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
る
帝
国
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
〇
世
紀
後
半
の
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
反
対
方
向
へ
と
後
退
し
て
い
く
」

（F
raser, 2013: 469

）。
第
二
次
世
界
大
戦
の
経
験
は
、
帝
国
主
義
世
界
体
制
の
下
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
反
帝
国
主
義
の
運
動
の
運
命
を

大
き
く
転
換
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
同
じ
く
、「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
だ
け
で
な
く
、

「
帝
国
の
総
力
戦
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
上
に
、
植
民
地
の
政
治
的
な
独
立
を
促
し
、
国

際
シ
ス
テ
ム
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
を
促
進
す
る
上
で
、
死
活
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
太
平
洋
戦
争
で
は
当
初
、
日
本

軍
が
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
勝
利
し
、
植
民
地
の
宗
主
国
の
軍
隊
を
撃
退
し
た
。
植

民
地
の
宗
主
国
の
軍
隊
は
一
時
的
に
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
脆
弱
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
植
民
地
支
配
の
正
統
性
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
脱
植
民
地
化
の
変
化
を
見
る
限
り
、
こ
う
し
た
心
理
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
計
り
知
れ
な
く
大
き
か
っ
た

（M
cM
ahon, 2003: 36; H

otta, 2007; Iriye, 1981; T
horne, 1985; F

raser, 2013: 471, 473

）。

他
方
で
、
ド
イ
ツ
の
植
民
地
政
策
や
国
内
で
の
反
ユ
ダ
ヤ
な
ど
の
人
種
差
別
も
、「
文
明
化
の
使
命
」
な
ど
宗
主
国
側
の
植
民
地
支
配

の
論
理
に
深
刻
な
疑
問
を
投
げ
か
け
こ
と
に
な
っ
た
（G

ordon, 1996; F
raser, 2013: 471

）。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
が
二
つ
の

超
大
国
と
し
て
立
ち
現
れ
て
き
た
た
め
、
植
民
地
の
反
帝
国
主
義
の
勢
力
は
、
戦
時
中
の
両
超
大
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
脱
植
民
地

－92－

杏 林 社 会 科 学 研 究（11）



化
の
動
き
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
く
（P

echatnov, 2010: 91

-95; B
radley, 2010: 470

）。

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
日
本
の
降
伏
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
力
の
真
空
が
生
じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス

の
反
帝
国
主
義
の
勢
力
は
、
政
治
的
な
独
立
を
主
張
し
始
め
た
（M

cM
ahon, 2003: 36

）。
た
と
え
ば
、
ビ
ル
マ
の
ア
ウ
ン
・
サ
ン
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
ス
カ
ル
ノ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
（
Ｄ
Ｒ
Ｖ
）
の
建
国
を
宣
言
し
た
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
ら
が
一
九
四
五

年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
脱
植
民
地
化
の
動
き
を
早
く
も
見
せ
た
（
桜
井
、
一
九
九
九：

三
四
九
│

三
四
二；

M
cM
ahon, 1981;

2003; R
otter, 1987; L

aw
rence

and
L
ogevall, eds., 2007

）。
イ
ン
ド
帝
国
で
は
、
反
植
民
地
の
指
導
者
た
ち
と
宗
主
国
イ
ギ
リ

ス
と
の
間
で
、
独
立
に
向
け
た
話
し
合
い
が
一
九
四
五
年
に
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
間
で
イ
ン
ド

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ま
す
ま
す
分
裂
し
た
。
同
時
に
、
中
東
地
域
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン

が
植
民
地
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
圧
力
を
加
え
始
め
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
け
る
帝
国
主

義
世
界
体
制
に
対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
挑
戦
は
、
た
だ
単
に
政
治
的
な
独
立
だ
け
で
な
く
、
都
市
と
地
方
の
人
々
の
政
治
・
社
会
・
経

済
の
統
治
を
大
き
く
転
換
し
う
る
で
あ
ろ
う
脱
植
民
地
化
の
後
の
国
家
建
設
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ま
で
視
野
に
入
れ
て
い
た

（B
radley, 2010: 470

-471

）。

第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
の
後
、
植
民
地
主
義
の
非
リ
ベ
ラ
ル
な
統
治
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、「
反
帝
国
主
義
」
や
「
人
権
」、

「
人
種
の
連
帯
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
言
説
の
広
が
り
と
と
も
に
進
展
し
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
や
や
難
解
な
表

現
だ
が
、「
事
実
上
、
反
植
民
地
主
義
の
闘
争
と
脱
植
民
地
化
は
、
植
民
地
支
配
が
人
類
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社

会
に
相
反
す
る
も
の
と
し
て
拒
絶
さ
れ
る
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
な
道
義
的
世
界
の
形
成
に
と
っ
て
の
誘
因
と
な
っ
た
」（F

raser, 2013:

471

）。
一
九
四
五
年
の
国
連
憲
章
を
起
草
す
る
た
め
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
で
は
、
植
民
地
世
界
の
問
題
が
争
点
と
な
っ
た
ば
か

り
で
な
く
、
植
民
地
側
の
勢
力
に
よ
る
い
く
つ
か
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
五
年
八
月
に
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、

第
五
回
汎
ア
フ
リ
カ
議
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
や
カ
リ
ブ
諸
国
の
黒
人
の
代
表
も
加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
領
ア
フ
リ
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カ
の
将
来
の
指
導
者
た
ち
が
集
結
し
た
。
こ
の
第
五
回
汎
ア
フ
リ
カ
議
会
は
、
帝
国
に
よ
る
経
済
的
搾
取
を
批
判
し
た
が
、
ア
フ
リ
カ

の
文
脈
で
の
政
治
的
独
立
に
焦
点
を
絞
り
、
植
民
地
の
自
由
を
「
完
全
な
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
解
放
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、

必
要
な
前
提
条
件
」
と
な
る
と
位
置
づ
け
た
（B

radley, 2010: 471

）。

反
帝
国
主
義
の
指
導
者
た
ち
は
、
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
ま
で
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
に
参
加
し
、
植
民
地
の
独
立
へ
の
即

時
の
見
通
し
を
直
接
的
に
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
文
言
を
国
連
憲
章
に
盛
り
込
も
う
と
努
力
し
た
。
国
連
憲
章
に
は
植
民
地
世
界
の
自
決

を
保
証
す
る
文
言
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
八
年
一
二
月
一
〇
日
の
世
界
人
権
宣
言
（U

niversal
D
eclaration

of

H
um
an
R
ights

; U
D
H
R

）
で
人
権
の
保
証
が
謳
わ
れ
、
反
植
民
地
主
義
の
観
点
か
ら
脱
植
民
地
化
に
向
け
た
力
強
い
文
言
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
こ
う
し
た
世
界
人
権
宣
言
と
政
治
経
済
的
か
つ
社
会
的
な
権
利
の
約
束
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
社
会
民
主
主
義
者
た

ち
と
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
一
時
的
に
民
主
化
し
て
い
た
）、
新
た
に
独
立
し
て
い
た
レ
バ
ノ
ン
と
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
外
交
努
力
の
産
物
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
国
連
憲
章
も
世
界
人
権
宣
言
も
、
脱
植
民
地
化
に
向
け
た
実
施
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
文
言
を
謳
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
植
民
地
の
人
々
が
植
民
地
社
会
を
再
構
築
し
、
国
際
世
論
の
支
持
を
獲
得
す
る
努
力
に

正
統
性
の
根
拠
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（K

eys
and
B
urke, 2013: 488

-490; B
radley, 2010: 471

-472

）。

こ
う
し
た
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
脱
植
民
地
化
の
切
望
は
、
脱
植
民
地
化
の
レ
ト
リ
カ
ル
な
約
束
に
冷
淡
な
国
際
環
境
の
下
で
、

直
ち
に
試
練
に
直
面
し
た
。
宗
主
国
か
ら
植
民
地
へ
の
政
治
的
権
威
の
委
譲
は
、
時
に
は
平
和
裏
に
実
現
し
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
直
後
は
不
必
要
に
長
引
く
暴
力
に
し
ば
し
ば
悩
ま
さ
れ
た
。
ネ
ル
ー
は
、
一
九
四
七
年
八
月
の
イ
ン
ド
独
立
の
瞬
間
を
「
真
夜
中
、

世
界
が
眠
っ
て
い
る
時
に
、
イ
ン
ド
は
目
覚
め
、
生
命
と
自
由
を
手
に
し
た
」
と
表
明
し
た
が
、
亜
大
陸
は
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
に

す
ぐ
に
分
裂
し
、
宗
教
と
宗
派
を
め
ぐ
る
暴
力
が
継
続
し
た
（B

radley, 2010: 472; R
otter, 2013: 213

-215; H
yam
, 2006: ch.

2; B
rendon, 2007: ch. 13; L

ouis, 2006: chs. 13,14,15; 

秋
田
、
二
〇
一
二：
第
三
章
）。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
反
帝
国
主
義

の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
独
立
を
宣
言
す
る
と
、
宗
主
国
と
し
て
の
地
位
と
特
権
を
あ
き
ら
め
る
気
が
な
い
帝
国
の
権
力
に
よ
る
抵
抗
に
直
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面
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
は
い
ず
れ
も
、
一
九
四
六
年
に
勃
発
し
た
不
必
要
に
長
引
く
戦
争
で
、
帝
国
で
あ
る
こ
と
を
再
び
主

張
し
よ
う
と
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ス
カ
ル
ノ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
戦
い
、
フ
ラ
ン
ス
は
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主

共
和
国
と
戦
争
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
も
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
地
域
と
中
東
地
域
と
同
じ
く
、
マ
ラ
ヤ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
植
民
地
支
配
を
維

持
し
よ
う
と
試
み
た
（F

ray, P
ruessen

and
Y
ong, eds., 2003; B

radley, 2010: 472

）。

（
２
）
脱
植
民
地
化
と
冷
戦
の
開
始

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
脱
植
民
地
化
の
第
一
の
波
を
特
徴
づ
け
た
急
速
に
変
化
し
混
沌
と
し
た
国
際
環
境
下
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
ウ
ス
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
冷
戦
が
本
格
的
に
波
及
し
て
く
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
だ
け
は
な
く
、
反
帝
国
主
義
の

勢
力
と
帝
国
と
し
て
の
大
国
に
と
っ
て
も
、
想
定
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
も
ソ
連
も
当
初
は
、
ド
イ
ツ
占
領
や
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
復
興
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
運
命
、
ギ
リ
シ
ャ
の
内
戦
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
出
来
事
に
主
た
る
関
心
が
あ
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
は
、
冷
戦
の
対
立
に
と
っ
て
は
周
辺
的
な
出
来
事
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

（B
radley, 2010: 472

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
西
側
同
盟
と
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
関
係
に
よ
り
多
く
の
関
心
が
あ
る
ソ
連
の
ス

タ
ー
リ
ン
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
世
界
の
共
産
党
主
導
の
運
動
に
対
し
て
、
意
義
の
あ
る
物
的
支
援
を
ほ
と
ん
ど
提
供
し
て
い

な
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ン
・
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
政
権
と
は
友
好
な
関
係
を
維
持
し

た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
本
気
で
圧
力
を
加
え
た
後
に
は
、
一
九
四
六
年
五
月
に
イ
ラ
ン
か
ら
撤
退
し
、
そ
の
後
、
イ
ラ
ン
共
産
党
で
あ
る

ツ
デ
ー
党
と
は
一
定
の
距
離
を
保
っ
た
。
中
国
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
中
国
共
産
党
は
蒋
介
石
の
国
民
党
と
の
同
盟
を
維
持
す
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
国
民
党
と
の
内
戦
を
戦
う
中
国
共
産
党
に
対
し
て
、
強
力
な
軍
事
支
援
や
物
的
支
援
を

提
供
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（M

itter, 2013: 124

-126

）。
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
の
傾
向
へ
の
嫌
悪
感
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
開
発
の
問
題
へ
の
低
い
優
先
順
位
な
ど
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
と
第
一
次
イ
ン
ド
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シ
ナ
戦
争
を
戦
う
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
支
援
を
提
供
せ
ず
、
反
帝
国
主
義
の
レ
ト
リ
カ
ル
な
支
持
で
さ
え
差
し
控
え
た

（L
ogevall, 2010: 282

-284; B
radley, 2010: 472

-478

）。

ア
メ
リ
カ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
を
冷
戦
の
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
脱
植
民
地
化
の
多
く
の
動
き
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
側
面
を
ま
す
ま
す
認

識
し
、
危
険
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
が
自
ら
の
帝
国
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
表
立
っ
て
支
持
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
反
帝
国
主
義
の

政
策
を
志
向
し
た
が
、
か
と
言
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
性
急
な
独
立
を
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（B

radley,

2010: 473

）。
た
と
え
ば
、
一
九
四
七
年
の
時
点
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
国
務
長
官
は
、
脱
植
民
地
化
に
対
す
る
政
策
を
明
確
に
描
け
ず
に
い

た
。
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
を
戦
う
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
で
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
主
権
的
な
地
位
を
十
分
に
認

識
」
し
て
い
た
が
、
時
代
遅
れ
の
植
民
地
支
配
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
残
る
こ
と
や
、
フ
ラ
ン
ス
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
現
実
を

認
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
批
判
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
が
ソ
連

の
共
産
主
義
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
を
強
く
危
惧
し
て
い
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
国
務
長
官
は
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
脱
植
民

地
化
後
の
帝
国
の
旧
植
民
地
が
ク
レ
ム
リ
ン
か
ら
発
せ
ら
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
下
に
入
る
こ
と
を
座
視
す
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
趣
旨
の
発
言
を
残
し
て
い
る
（U

.S
. D
epartm

ent
of
S
tate, 1972: 67

-68

）。
脱
植
民
地
化
後
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
権
が
誕
生

す
る
こ
と
も
、
時
代
遅
れ
の
植
民
地
支
配
が
継
続
す
る
こ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
の
脱
植
民
地
化
に
つ
い
て
は
、
急
ぎ
過
ぎ
た
脱
植
民
地
化
で
は
な
く
、
秩
序

あ
る
漸
進
的
な
転
換
が
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
（P

lum
m
er, 2013: 508

）。

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
外
交
努
力
は
、
流
動
的
な
時
期
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
、
冷
戦
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

以
外
に
ま
だ
本
格
的
に
波
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
ソ
連
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
明
確
な
支
援
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
に
直
面
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し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
当
初
、
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
か
ら
の
道
義
的
な
支
援
を
獲
得
す
る
外
交

努
力
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
や
ラ
ン
グ
ー
ン
へ
外
交
使
節
団
を
派
遣
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
、
タ

イ
や
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
強
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
と
も
非
公
式
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
外
交
官
た
ち
は
、
一
九
四
七
年
の

イ
ン
ド
で
の
ア
ジ
ア
関
係
会
議
（A

sian
R
elations

C
onference

）
で
活
発
に
活
動
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の

地
域
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
連
盟
（S

outheast
A
sia
L
eague

）
に
も
参
加
し
た
。
こ

う
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
外
交
努
力
は
、
直
ち
に
物
的
な
支
援
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
武
器
や
軍
事
物

資
を
獲
得
す
る
た
め
の
秘
密
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
彼
ら
の
独
立
戦
争
へ
の
国
際
社
会
か
ら
の

共
感
を
集
め
る
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
反
植
民
地
主
義
者
た
ち
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た

（C
hapm

an, 2014: 106

-108; B
radley, 2010: 473

-474

）。

四
　
脱
植
民
地
化
と
冷
戦

（
１
）
脱
植
民
地
化
と
中
ソ

一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
の
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
と
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
（
一
九
四
八
年
に
南
北

朝
鮮
は
独
立
し
て
い
た
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
始
ま
り
激
化
し
て
き
た
冷
戦
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
地
域
で
の

脱
植
民
地
化
の
動
き
に
広
が
り
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
二
つ
の
超
大
国
の
影
響
力
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
に
も
拡
大
し
て
い
く
契
機

と
な
っ
た
（M

itter, 2013: 126

-128; Jun, 2013; F
raser, 2013: 472

）。
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
は
、
毛
沢
東
率
い
る
中
国
共

産
党
の
勝
利
に
よ
る
中
国
の
内
戦
の
終
結
を
意
味
し
た
。
ア
メ
リ
カ
が
支
援
し
て
き
た
蒋
介
石
率
い
る
国
民
党
政
権
は
台
湾
に
逃
れ
、
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政
権
を
維
持
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
半
島
で
、
資
本
主
義
の
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
「
国
連

軍
」（
厳
密
に
は
多
国
籍
軍
）
と
共
産
主
義
の
中
国
が
直
接
に
戦
う
戦
争
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
ソ
連
は
参
戦
し

て
い
な
い
し
、
朝
鮮
戦
争
は
朝
鮮
半
島
で
の
限
定
戦
争
に
と
ど
め
ら
れ
た
（S

tueck, 2010: 277

-283; Jun, 2013

）。

中
国
の
内
戦
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
独
立
闘
争
も
、
複
雑
に
冷
戦
と
絡
み
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

現
地
の
民
族
主
義
勢
力
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
主
義
は
、
い
ず
れ
も
、
東
西
対
立
を
煽
る
こ
と
で
国
際
的
な
正
統
性
と
外
部
か
ら

の
支
援
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
動
の
大
義
に
冷
戦
と
い
う
衣
を
ま
と
わ
せ
る
こ
と
で
、
米
ソ
超
大
国

の
ど
ち
ら
か
か
ら
外
交
上
お
よ
び
物
理
的
な
支
援
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
う
し
た
地
域
レ
ベ
ル
の
対
立

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
し
て
い
く
こ
と
は
、
冷
戦
時
代
を
通
じ
て
共
通
す
る
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ
て
い
っ
た
（M

cM
ahon,

2003: 45

）。

冷
戦
と
第
三
世
界
の
歴
史
を
研
究
す
る
マ
ク
マ
ン
は
、
以
下
の
通
り
、
議
論
を
続
け
る
。「
米
ソ
は
い
ず
れ
も
当
初
、
東
南
ア
ジ
ア
に

死
活
的
な
国
益
が
存
在
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
東
南
ア
ジ
ア
と
い
う
世
界
の
僻
地
に
お
け
る
権
力
闘
争
と
、
よ
り
重
要
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
外
交
的
対
立
の
間
に
、
意
味
の
あ
る
関
係
性
が
存
在
す
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
東
南
ア
ジ
ア

情
勢
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
国
共
産
党
の
勝
利
と
相
ま
っ

て
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
ま
で
に
米
ソ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
を
東
西
対
立
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
舞
台
と
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
」

（M
cM
ahon, 2003: 45

-46

）。

た
と
え
ば
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
も
ソ
連
は
、
一
九
五
〇
年
以
降
、
中
国
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
産
党
へ
の
軍
事
支
援
と
経
済
支
援
を
本
格
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
許
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
の
直
前
の
一
九
五
〇
年
五
月
に
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第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
を
戦
う
同
盟
国
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
援
を
決
定
し
、
朝
鮮
戦
争
後
に
そ
の
軍
事
支
援
を
拡
大
し
、
戦
費
の
四

分
の
三
を
負
担
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
く
。
反
植
民
地
主
義
の
ア
メ
リ
カ
が
フ
ラ
ン
ス
支
援
へ
と
政
策
転
換
し
た
理
由
は
、
国
際
シ
ス

テ
ム
の
中
心
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
西
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
の
動
き
に
対
す
る
同
盟
国
フ
ラ
ン
ス
の
支
援
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ

る
（F

raser, 2013: 472

-273; L
ogevall, 2010: 284

-288; C
hapm

an, 2014: 106

-108

）。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
経
済
支
援
と
軍
事
支
援
は
、
い
ず
れ
も
緊
張
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。
冷
戦
は
、
脱
植
民
地
化
す

る
地
域
で
複
雑
な
経
緯
を
辿
る
こ
と
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
と
軍
事
能
力
の
低
さ
に

対
す
る
軽
蔑
の
念
が
あ
り
、
他
方
で
フ
ラ
ン
ス
側
に
は
ア
メ
リ
カ
が
自
ら
の
政
治
的
か
つ
経
済
的
な
目
的
の
た
め
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
の

支
配
を
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
生
じ
て
い
た
。
冷
戦
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
脱
植
民
地
化

を
め
ぐ
っ
て
は
、
調
和
が
と
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
（L

ogevall, 2010: 288

-289; F
raser, 2013: 473; C

hapm
an, 2014: 106

-

108; B
radley, 2010: 474; H

erring
and
Im
m
erm
an, 1984; S

im
pson, 2013

）。
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
一
時
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
核
兵
器
の
使
用
を
検
討
し
た
が
、
実
際
に
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（H

erring
and

Im
m
erm
an,

1984; F
raser, 2013: 472

）。

中
国
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
も
、
緊
張
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。
中
国
か
ら
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団
や
兵
器
、

物
資
な
ど
の
大
量
の
流
入
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
国
の
政
治
的
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
の
国
内

政
策
に
積
極
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
見
せ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
を
圧
倒
す
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
軍
事
の
戦
術
や
戦
略
を
め
ぐ
る

対
立
が
直
ち
に
生
じ
、
中
国
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
た
ち
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
軍
事
指
導
者
た
ち
の
間
で
個
人
的
な
敵
意
は
深
ま
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
脆
弱
な
中
越
関
係
は
、
中
国
の
国
益
や
地
政
学
的
な
利
益
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
友
愛
の
紐
帯
に
取
っ
て
代
わ

る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
。
中
国
の
毛
沢
東
が
フ
ラ
ン
ス
と
戦
う
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
た
理
由
と
し
て
、
反
植
民
地
主
義

の
連
帯
意
識
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
関
与
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
が
建
国
間
も
な
い
中
国
の
南
部
か
ら
軍
事
侵
略
を
企
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て
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
根
深
い
懸
念
が
あ
っ
た
と
い
う
（B

radley, 2010: 475; Jian, 2013

）。

こ
う
し
た
中
越
関
係
を
彩
っ
た
深
い
疑
心
暗
鬼
は
、
一
九
五
四
年
五
月
七
日
の
デ
ィ
エ
ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
の

勝
利
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
主
義
を
粉
砕
し
た
こ
の
戦
い
で
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
中
国
か
ら
の
軍
事

支
援
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
戦
い
で
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
退
を
決
定
す
る
。
デ
ィ
エ

ン
・
ビ
エ
ン
・
フ
ー
で
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
民
軍
の
勝
利
は
、
反
植
民
地
主
義
の
脱
植
民
地
化
し
つ
つ
あ
っ
た
国
々
や
脱
植
民
地
化
後
の

国
々
の
指
導
者
た
ち
を
力
強
く
励
ま
す
心
理
的
な
反
響
を
も
た
ら
し
た
（L

ogevall, 2010: 289

-292; C
hapm

an, 2014: 106

-108;

B
radley, 2010: 475

）。
こ
う
し
た
国
際
環
境
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
、
中
国
は
、
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
脱
植
民
地
化
後

の
国
家
建
設
に
ま
す
ま
す
関
与
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
五
三
年
三
月
五
日
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
は
、
ソ
連
外
交
に
根
本
的
な
再
評
価
を
も
た
ら
し
、
特
に
脱
植
民
地
化
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
へ
の
政
策
の
転
換
が
生
じ
た
。
一
九
五
六
年
二
月
一
四
日
に
開
幕
し
た
ソ
連
共
産
党
第
二
十
回
大
会
で
の
演
説
で
、
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
第
一
書
記
は
ス
タ
ー
リ
ン
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
脱
植
民
地
化
の
動
き
を
「
世
界
史
的
な
意
義
が
大
き
い
戦
後
の
発
展
で

あ
る
」
と
位
置
づ
け
た
（W
hitney, ed., 1963: 259
-265

）。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、「
平
和
的
共
存
（peaceful

coexistence

）」
の
レ

ト
リ
ッ
ク
の
下
で
、
脱
植
民
地
化
を
目
指
す
進
歩
的
な
非
マ
ル
ク
ス
主
義
の
運
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
推
し
進
め
て
い
く
。
ソ
連
の
反

帝
国
主
義
と
経
済
成
長
の
モ
デ
ル
が
脱
植
民
地
化
す
る
地
域
の
指
導
者
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
い
た

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
に
数
十
億
ル
ー
ブ
ル
に
上
る
軍
事
支
援
と
経
済
支
援
を
提
供
し
た
。
い
ず

れ
も
非
同
盟
運
動
の
指
導
国
で
あ
り
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
し
て
は
ソ
連
の
勢
力
圏
に
組
み
込
み
た
い
、
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た

（B
radley, 2010: 475; M

cM
ahon, 2003: 64

）。

こ
れ
ら
ソ
連
の
支
援
の
受
領
国
に
と
っ
て
、
冷
戦
の
政
治
的
な
側
面
よ
り
は
、
経
済
的
な
側
面
の
方
が
し
ば
し
ば
よ
り
重
要
で
あ
っ

た
。
ソ
連
の
集
権
化
さ
れ
た
計
画
経
済
、
巨
大
な
新
し
い
鉄
鋼
施
設
や
ダ
ム
、
集
団
農
業
の
機
械
化
を
は
じ
め
と
し
た
五
カ
年
計
画
は
、

－84－

杏 林 社 会 科 学 研 究（19）



脱
植
民
地
化
し
た
国
々
の
指
導
者
た
ち
に
と
っ
て
経
済
成
長
と
急
速
な
工
業
化
の
た
め
の
戦
略
と
し
て
魅
力
が
あ
る
モ
デ
ル
と
な
り
得

た
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
の
ネ
ル
ー
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
ソ
連
を
訪
問
し
、
ソ
連
の
産
業
化
の
進
展
や
強
力
な
国
家
主
導
の
計

画
経
済
を
、
脱
植
民
地
化
後
の
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
の
モ
デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
ネ
ル
ー
は
、
農
業
で
の
投
資
や
小
規
模
な

村
産
業
を
重
視
せ
ず
、
重
化
学
工
業
の
発
展
や
巨
大
な
鉄
鋼
施
設
の
建
設
を
よ
り
重
視
し
た
。
こ
う
し
た
経
済
努
力
を
継
続
す
る
上
で
、

ソ
連
モ
デ
ル
に
し
た
が
い
、
ソ
連
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
資
金
提
供
に
頼
っ
た
が
、
ネ
ル
ー
は
ソ
連
の
政
治
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
拒

絶
し
、
独
自
の
外
交
努
力
を
推
し
進
め
た
（Irvin, 2014: 99

）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
も
同
じ
く
、
ソ
連
か
ら
数
百
万
ド
ル
規
模

の
経
済
支
援
を
受
け
取
り
、
ソ
連
の
経
済
モ
デ
ル
を
踏
襲
し
た
が
、
冷
戦
の
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
の
対
立
に
は
冷
淡
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た

（B
radley, 2010: 475

-476
）。

（
２
）
脱
植
民
地
化
と
ア
メ
リ
カ

こ
う
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
脱
植
民
地
化
の
問
題
は
、
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
と
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
に
と
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
ア
ジ
ア
で
最
大
の
人
口
を
抱
え
る
中
国
に
共
産

主
義
体
制
が
出
現
し
た
こ
と
も
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
り
積
極
的
な
対
東
南
ア
ジ
ア
政
策
を
と
ら
せ
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
情
報

分
析
に
携
わ
る
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
た
ち
は
、
中
国
の
拡
張
主
義
的
な
傾
向
を
懸
念
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
中
国
が
軍
事
力
を
行
使

し
て
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
支
配
す
る
可
能
性
や
、
革
命
を
狙
う
反
乱
勢
力
を
支
援
す
る
危
険
性
な
ど
が
脅
威
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
の
安
定
化
と
中
国
の
封
じ
込
め
を
同
時
に
目
的
と
す
る
一
連

の
新
た
な
政
策
を
打
ち
出
し
た
」（M

cM
ahon, 2003: 45

-46

）。
マ
ク
マ
ン
は
、
以
下
の
通
り
、
議
論
を
続
け
る
。

ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
は
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
情
不
安
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
経
済
の
低
迷
が
、
日
本
の
復
興
を
妨
げ
て
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い
る
と
も
信
じ
て
い
た
。
日
本
が
経
済
的
に
生
き
残
る
た
め
に
は
海
外
市
場
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
共
産
党
に
よ
る
中
国
支

配
が
確
立
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
戦
前
の
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
市
場
で
あ
っ
た
中
国
本
土
と
日
本
の
間
で

貿
易
が
行
わ
れ
る
の
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
。
緊
密
な
商
業
上
の
関
係
が
日
本
と
中
国
を
政
治
的
に
結
び
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
彼
ら

は
懸
念
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
を
日
本
に
と
っ
て
中
国
の
代
替
市
場
と
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
輸
出
を
め
ぐ
る
デ
ィ
レ

ン
マ
を
解
消
す
る
上
で
最
も
有
望
な
答
え
の
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
ま
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
的
・
経
済
的
混
乱

を
沈
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（M

cM
ahon, 2003: 48

）。

ま
た
マ
ク
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
深
刻
な
経
済
状
況
や
植
民
地
か
ら
独
立
へ
の
移
行
の
遅
れ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
と
マ
ラ
ヤ
で
く
す
ぶ
り
続
け

る
植
民
地
紛
争
な
ど
の
問
題
が
政
情
不
安
を
も
た
ら
し
、
東
南
ア
ジ
ア
全
域
が
共
産
主
義
の
浸
透
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
懸
念
を
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
抱
い
て
い
た
。
彼
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
上
の
リ
ス

ク
は
き
わ
め
て
高
い
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
」。
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
ソ
連
専
門
家
の
一
人
で
あ
っ
た
ボ
ー
レ
ン
は
、「
東
南
ア
ジ

ア
が
共
産
主
義
の
手
に
落
ち
た
」
と
し
た
ら
、
全
般
的
な
勢
力
均
衡
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
）
に
き
わ
め
て
深
刻
な
影
響
を
与
え
、「
私
た
ち
は
冷
戦

に
負
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
発
言
し
て
い
た
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 69

-70

）。
一
九
五
二
年
六
月
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
承
認

し
た
政
策
文
書
に
よ
れ
ば
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
が
ど
こ
か
一
国
で
も
中
国
・
ソ
連
圏
へ
と
寝
返

れ
ば
、
そ
の
「
心
理
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
影
響
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
」、「
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
も
ま
も
な
く
、
共

産
主
義
に
屈
服
す
る
、
あ
る
い
は
共
産
主
義
と
提
携
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
警
告
し
て
い
た
（M

cM
ahon, 2003: 70

）。
ア
チ

ソ
ン
国
務
長
官
も
、
一
九
五
二
年
半
ば
に
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
デ
ン
外
相
に
対
し
て
、「
も
し
私
た
ち
が
戦
わ
ず
し
て
東
南
ア
ジ
ア
を
失
う

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
敗
北
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
述
べ
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
私
た
ち
は
東
南
ア
ジ
ア
を
救
う
た
め
に

最
大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
警
告
し
て
い
た
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 70

）。
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ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
う
し
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
限
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
が
ま
す
ま
す
冷
戦
の

レ
ン
ズ
を
通
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
も
、
ソ
連
と
同
じ
く
、
ア
ジ
ア
や
中
東
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
の
経
済
発
展
を
促

進
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
関
与
し
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
社
会
や
文
化
の
歴
史
的
な
発

展
形
態
を
普
遍
的
な
モ
デ
ル
と
み
な
す
近
代
化
論
を
展
開
し
つ
つ
、
伝
統
的
な
社
会
か
ら
近
代
社
会
へ
の
変
化
を
後
押
し
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
近
代
化
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
「
自
由
世
界
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
安
定
を
拡
大
し
、
共
産
主
義
の
魅
力
に

対
抗
す
る
目
的
を
有
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
が
主
導
す
る
リ
ベ
ラ
ル
な
資
本
主
義
モ
デ
ル
と
ソ
連
と
中
国
が
主
導
す
る
国
家
社
会
主
義

モ
デ
ル
と
の
対
立
構
図
が
背
景
に
あ
っ
た
（Irvin, 2014: 100

-101: B
radley, 2010: 476; L

atham
, 2010: 258

-267, 268

-272;

Jackson, 2010: 55

-58; C
itino, 2014; L

oth, 2010

）。

特
に
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
に
と
っ
て
、
経
済
発
展
の
た
め
の
数
百
万
ド
ル
規
模
の
経

済
支
援
は
、
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
イ
ス
や
農
業
支
援
で
あ
れ
、
輸
入
代
用
や
消
費
社
会
の
発
展
で
あ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
共
産

党
主
導
の
政
治
反
乱
や
社
会
工
学
に
対
抗
す
る
必
要
な
防
波
堤
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
近
代
化
論
は
、
反
共
産
主

義
の
性
格
が
強
か
っ
た
が
、
共
産
主
義
の
モ
デ
ル
と
主
要
な
要
素
を
共
有
し
て
い
る
側
面
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
近
代
化
論
は
、
社

会
主
義
で
は
な
く
リ
ベ
ラ
ル
な
資
本
主
義
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
が
、
封
建
制
度
か
ら
の
〝
歴
史
的
な
離
脱
〞
と
い
う
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー

ニ
ン
主
義
の
公
式
化
を
踏
襲
し
て
い
た
。
ま
た
近
代
化
論
は
、
賢
明
な
指
導
者
が
歴
史
的
に
不
可
避
な
進
展
を
指
導
す
る
と
い
う
ソ
連

の
主
張
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
近
代
化
論
の
過
分
に
家
父
長
制
的
な
態
度
や
干
渉
主
義
が
、
発
展
途
上
国
と
資
本
主

義
の
近
代
性
と
の
間
の
分
断
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の
認
識
を
特
徴
づ
け
て
い
た
。
欧
米
の
文
明
に
対
抗
す
る
野
蛮
な
社
会
と
い
う
高

次
元
の
帝
国
主
義
（high

im
perialism

）
の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
言
説
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い

（B
radley, 2010: 476

-477; L
atham

, 2010: 262

）。

近
代
化
論
と
ア
メ
リ
カ
の
経
済
支
援
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
し
ば
し
ば
、
ソ
連
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
援
助
の
結
果
を
反
復
す
る
よ
う
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な
側
面
が
あ
っ
た
。
韓
国
や
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
ア
メ
リ
カ
の
開
発
支
援
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
全
体
と
し
て
一
様
で

は
な
く
、
ひ
ど
い
失
敗
を
招
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
経
済
援
助
は
よ
り
密
接
な
政
治
的
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
冷
戦
の
対
立
か
ら
距
離
を
置
こ
う
と
す
る
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
エ
ジ

プ
ト
の
よ
う
な
国
家
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
モ
デ
ル
へ
の
関
心
は
通
常
、
政
治
的
な
い
し
外
交
的
な
同
盟
を
形
成
す
る
ま
で
関

係
が
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（B

radley, 2010: 477

）。

ア
メ
リ
カ
の
国
家
安
全
保
障
政
策
の
担
当
者
た
ち
は
、
健
全
な
世
界
資
本
主
義
経
済
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
経
済
復
興
、
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
の
商
業
的
お
よ
び
軍
事
的
な
必
要
性
か
ら
見
て
、
第
三
世
界
の
資
源
と
市
場
が
不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
実
際
、

西
側
の
経
済
的
・
軍
事
的
な
力
は
、
発
展
途
上
諸
国
の
つ
な
が
り
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
平
時
に
お
い
て
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

石
油
需
要
を
、
有
事
に
お
い
て
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
的
な
必
要
性
を
満
た
す
上
で
、
中
東
の
石
油
が
死
活
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
何
よ
り
も
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
（M

cM
ahon, 2003: 64

）。

経
済
的
か
つ
社
会
的
な
発
展
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
心
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
冷
戦
の
激
化
の
圧
力
は
、
直
接
の
介
入
を
と
も
な
う

政
策
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
三
年
八
月
一
九
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
イ
ラ
ン
の
モ
サ
デ
ク
政
権
の
転
覆
に
関
与
し
て
い
る
。
こ
の
中
央
情
報
局
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
主
導
の
隠
密
活
動

は
、
モ
ハ
ン
マ
ド
・
モ
サ
デ
ク
の
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ラ
ニ
ア
ン
石
油
会
社
の
国
有
化
や
同
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
ら
す
結
果
な
ど
複
数

の
要
因
に
促
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
イ
ラ
ン
の
ツ
デ
ー
政
党
の
共
産
主
義
へ
の
志
向
や
ま
す
ま

す
増
大
す
る
権
力
、
ソ
連
の
保
護
へ
の
依
存
に
も
脅
威
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ツ
デ
ー
政
党
は
、
ア
メ
リ
カ
が
当
時
理
解
し
て
い

た
よ
り
も
は
る
か
に
弱
い
勢
力
で
、
か
つ
相
当
に
分
裂
し
て
い
た
。
ま
た
イ
ラ
ン
の
国
内
政
治
の
状
況
は
、
冷
戦
の
論
理
で
理
解
さ
れ
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る
よ
り
も
は
る
か
に
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冷
戦
の
対
立
が
自
明
の
も
の
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
認
識
と
政
策
を

形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
（Y

aqub, 2013: 248

-249; L
ittle, 2010: 305

-306; B
radley, 2010: 477; M

cM
ahon, 2003: 72

-

74
）。英

・
イ
ラ
ン
紛
争
の
起
源
は
冷
戦
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ン
に
対
す
る
政
策
は
、
ソ
連

の
冒
険
主
義
―
そ
れ
が
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
―
に
対
す
る
懸
念
に
突
き
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
対
イ
ラ
ン

秘
密
介
入
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
冷
戦
初
期
ア
メ
リ
カ
の
中
東
政
策
が
最
優
先
し
て
い
た
二
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ソ

連
封
じ
込
め
の
た
め
に
、
脱
植
民
地
化
が
進
展
す
る
中
東
の
新
興
国
に
対
す
る
ソ
連
の
影
響
力
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
と
、
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
死
活
的
な
石
油
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
（M

cM
ahon, 2003: 66

）。

「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
帝
国
主
義
、
人
種
差
別
主
義
、
傲
慢
さ
、
そ
し
て
現
地
の
資
源
に
対
す
る
支
配
の
継
続
と
い
っ
た
問
題
は
、

こ
こ
（
第
三
世
界
）
で
の
ア
メ
リ
カ
人
外
交
官
の
仕
事
を
難
し
い
も
の
と
し
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
代
の
間
に
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定

者
た
ち
は
、
周
辺
地
域
を
め
ぐ
る
争
い
の
結
果
次
第
で
、
世
界
に
お
け
る
勢
力
バ
ラ
ン
ス
は
西
側
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
に
も
、
不
利

な
も
の
に
も
な
り
う
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
」
と
も
、
マ
ク
マ
ン
は
指
摘
す
る
（M

cM
ahon, 2003: 65

）。

マ
ク
マ
ン
は
続
け
て
、
一
九
六
一
年
二
月
の
上
院
で
の
ラ
ス
ク
国
務
長
官
の
証
言
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、
発
展
途
上
国
の
お
け

る
ソ
連
の
政
策
努
力
が
「
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
」
こ
と
は
、
米
ソ
間
の
争
い
が
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
軍
事
問
題
か
ら

低
開
発
国
を
め
ぐ
る
真
の
競
争
へ
」
と
移
行
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
、「
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
中
東
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
戦
い
は
今
や
互
い
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
軍
事
分
野
で
は
な
く
、
影
響
力
、
栄
誉
、
忠
誠
心
な
ど
を
め
ぐ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
こ
の
争
い
の
結
果
は
き
わ
め
て
重
大
な
も
の
と
な
り
う
る
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
と
い
う
（M

cM
ahon, 2003: 65

）。
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西
側
の
軍
事
同
盟
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
の
た
め
の
軍
事
同
盟
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
脱
植
民
地
化
の
動
き
を

ア
メ
リ
カ
と
同
盟
国
と
の
間
で
管
理
し
て
い
く
装
置
と
し
て
も
機
能
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
独
立
は
、

中
東
地
域
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
を
減
少
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
た
（Y

aqub, 2013: 249; F
raser, 2013: 477

）。

イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
撤
退
後
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（L
ogevall, 2010: 290

-292; C
hapm

an, 2014: 108

-111; Y
oung, 1991; E

llsberg, 2002

）。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
「
公
式
の
帝
国
」
な
い
し
「
非
公
式
の
帝
国
」
の
解
体
が
ア
メ
リ
カ
の
「
非
公
式
の
帝
国
」
へ
と
つ
な
が
る
側
面
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
（F

raser, 2013: 470; 1992; L
ittle, 2002; S

im
pson, 2013

）。

（
３
）
脱
植
民
地
化
と
公
民
権
運
動

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
地
域
で
の
脱
植
民
地
化
の
進
展
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
に
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
を
突
き

つ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
内
で
「
ジ
ム
・
ク
ロ
ウ
制
度
」（
広
義
に
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
黒
人
差
別
体
制
一
般
を

い
う
）
な
ど
黒
人
の
差
別
が
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
も
国
内
で
旧
植
民
地
か
ら
の
移
民
の
問
題
を
抱
え
て
い
た

（F
raser, 2013: 470; B

orstelm
ann, 2001; D

udziak, 2000; L
ayton, 2000; P

lum
m
er, ed., 2003; A

nderson, 2013

）。
た
と

え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
四
四
年
に
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
が
『
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
を
ま
と
め
、
国
際
社
会
で
の
「
自
由
世
界
の

指
導
力
」
と
国
内
で
の
人
種
差
別
と
の
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
た
（M

yrdal, 1962; F
raser, 2013: 480

）。
そ
の
後
、
一
九
五
四
年
五

月
一
七
日
の
最
高
裁
判
所
の
「
ブ
ラ
ウ
ン
対
教
育
委
員
会
判
決
」
に
よ
っ
て
、
黒
人
に
よ
る
公
民
権
運
動
が
活
発
と
な
る
。
黒
人
に
よ

る
公
民
権
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
キ
ン
グ
牧
師
は
一
九
五
七
年
四
月
に
、
ガ
ー
ナ
の
独
立
（
三
月
六
日
）
を
見
届
け
、
以
下
の
通
り
、

指
摘
し
た
。
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ガ
ー
ナ
（
の
独
立
）
は
、
世
界
の
力
が
正
義
の
側
に
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い
る
。
古
い
旗
が
降
ろ
さ
れ
、
新
し
い
旗

が
掲
げ
ら
れ
る
の
を
見
た
あ
の
夜
、
私
は
次
の
こ
と
を
理
解
し
た
。
ガ
ー
ナ
の
独
立
は
歴
史
の
段
階
で
た
だ
短
命
で
は
か
な
い
出
来

事
で
は
な
く
、
永
久
の
意
味
を
持
つ
出
来
事
で
あ
っ
た
。
古
い
秩
序
が
過
ぎ
去
り
、
新
し
い
秩
序
が
立
ち
現
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ

と
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
植
民
地
主
義
と
人
種
差
別
の
古
い
秩
序
が
過
ぎ
去
り
、
正
義
と
自
由
、
善
意
の
新
し
い
秩
序
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
（Fraser, 2013: 481

）。

こ
う
し
て
、
キ
ン
グ
牧
師
は
、
国
際
レ
ベ
ル
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
（
特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
）
と
国
内
で
の
人
種
差
別
と

の
間
の
〝
連
結
・
連
携
（linkage

）〞
を
認
識
し
て
い
た
。
ガ
ー
ナ
な
ど
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
公
民
権
運
動
と

そ
の
指
導
者
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
公
民
権
運
動
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
を
刺
激
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
脱

植
民
地
化
の
動
き
は
、「
白
人
の
優
位
」
や
「
劣
っ
た
人
種
」
と
い
っ
た
古
い
概
念
を
打
ち
砕
い
て
い
く
の
で
あ
っ
た
（F

raser, 2013:

470, 480

-481; Irvin, 2014: 94, 100
-101; P

lum
m
er, 2013: 511; A

nderson, 2013

）。

マ
ク
マ
ン
の
指
摘
を
再
び
、
引
用
し
よ
う
。「
米
ソ
対
立
の
影
響
は
公
民
権
運
動
の
行
方
に
も
及
ん
だ
が
、
そ
こ
に
は
相
矛
盾
す
る
要

素
が
含
ま
れ
て
い
た
。
人
種
差
別
主
義
者
た
ち
は
、
当
初
、
公
民
権
運
動
の
指
導
者
た
ち
に
共
産
主
義
と
い
う
汚
名
を
着
せ
る
こ
と
で
、

黒
人
の
自
由
を
求
め
る
闘
争
を
挫
折
に
追
い
込
も
う
と
し
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
両
政
権
が
ア
メ
リ
カ
南
部
に

お
け
る
人
種
的
隷
属
の
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
た
り
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
基
本
権
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ
が
冷
戦
を
戦
う
上
で
、
容
認
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
な
負
債
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
認
識
し
た
こ

と
で
、
人
種
差
別
主
義
者
た
ち
の
動
き
は
相
殺
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」。
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五
　
バ
ン
ド
ン
会
議
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
、
中
ソ
対
立

（
１
）
バ
ン
ド
ン
会
議
と
脱
植
民
地
化

冷
戦
の
激
化
と
脱
植
民
地
化
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
闘
争
に
よ
っ
て
、
多
く
の
反
帝
国
主
義
の
指
導
者
た
ち
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム

へ
の
関
与
の
条
件
を
再
考
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
一
九
五
五
年
四
月
一
八
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
、
脱
植
民
地
化
し
た
ア
ジ
ア

と
ア
フ
リ
カ
の
国
家
を
中
心
と
し
た
二
九
カ
国
が
（
中
国
と
日
本
は
参
加
し
た
が
、
欧
米
諸
国
は
排
除
さ
れ
た
）、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ

ス
の
民
族
解
放
運
動
の
指
導
者
た
ち
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
招
聘
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
バ
ン
ド
ン
会
議
を
開
催
し

た
（F

raser, 2013: 473

-474; M
itter, 2013: 128

-129; B
radley, 2010: 479

）。
バ
ン
ド
ン
会
議
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の

指
導
者
た
ち
が
、
地
域
と
人
種
、
階
級
の
結
束
を
促
す
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
植
民
地
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
議
論
し
、
帝
国

主
義
世
界
体
制
と
冷
戦
の
秩
序
か
ら
距
離
を
置
い
た
国
際
空
間
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
（M

itter, 2013: 128

-129; G
uan,

2013: 234; Irvin, 2014: 97

-98; P
lum
m
er, 2013: 511; B

radley, 2010: 479; 

宮
城
、
二
〇
〇
一
）。

バ
ン
ド
ン
会
議
で
の
演
説
は
、
特
に
冷
戦
に
よ
る
双
極
の
国
際
秩
序
を
突
き
崩
す
こ
と
に
焦
点
が
絞
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
バ
ン
ド

ン
会
議
を
主
催
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
カ
ル
ノ
大
統
領
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
が
「
道
義
と
論
理
の
最
も
高
次
元
な
規
則
」
に
し
た
が

う
よ
う
呼
び
か
け
、「
権
力
政
治
に
ふ
け
る
」
よ
う
駆
り
立
て
ら
れ
る
衝
動
に
警
告
を
発
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
関
係
の
オ
ル
タ
ー

ナ
テ
ィ
ブ
な
概
念
は
、
バ
ン
ド
ン
会
議
に
集
ま
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
構
成
員
の
共
通
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
趣

旨
の
発
言
も
ス
カ
ル
ノ
は
行
っ
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
共
通
の
経
験
の
結
び
つ
き
、
す
な
わ
ち
植
民
地
主
義
の
経

験
を
共
有
し
て
い
る
。
　
…
わ
れ
わ
れ
の
多
く
が
、
い
わ
ゆ
る
『
低
開
発
の
』
国
家
で
あ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
同
じ
経
済
的
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
　
…
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
民
族
の
独
立
と
自
由
の
理
想
を
高
く
評
価
す
る
と
宣
言
す
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
」
と

演
説
し
た
。
イ
ン
ド
の
ネ
ル
ー
首
相
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
引
用
し
た
通
り
、「
も
し
私
が
こ
れ
ら
大
き
な
陣
営
に
参
加
し
た
ら
、
自
分
の
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ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
　
…
も
し
世
界
の
す
べ
て
が
こ
れ
ら
二
つ
の
大
き
な
陣
営
に
分
断
さ
れ
た
ら
、
い
か
な
る

結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？
　
不
可
避
な
結
果
は
、
戦
争
で
あ
ろ
う
」
と
演
説
し
て
い
る
（B

radley, 2010: 479

-480

）。

バ
ン
ド
ン
会
議
で
生
ま
れ
た
も
の
は
、
冷
戦
の
ア
メ
リ
カ
側
に
も
ソ
連
側
に
も
属
さ
な
い
旧
植
民
地
の
国
家
と
国
民
か
ら
構
成
さ
れ

る
国
際
秩
序
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
の
萌
芽
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ド
ン
会
議
に
集
ま
っ
た
指
導
者
た
ち
は
、
継
続
す
る
脱
植
民
地
化
の
動

き
を
支
持
し
、
脱
植
民
地
化
後
の
政
治
的
か
つ
経
済
的
な
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
。
彼
ら
指
導
者
た
ち
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
は
、
一
九
六
一
年
九
月
一
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ガ
ー
ナ
、
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
非
同
盟
運
動
の
形
成
で
具
体
的
な
姿
と
な
っ
た
。
非
同
盟
運
動
は
、
立

ち
上
が
り
か
ら
三
年
以
内
で
旧
植
民
地
か
ら
脱
植
民
地
化
し
た
五
〇
カ
国
以
上
の
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（L

aw
rence,

2013; F
raser, 2013: 471

）。

一
九
五
〇
年
代
半
ば
、
バ
ン
ド
ン
会
議
で
発
せ
ら
れ
た
「
バ
ン
ド
ン
精
神
」
は
、
帝
国
主
義
世
界
体
制
と
冷
戦
に
よ
る
双
極
の
国
際

秩
序
に
挑
戦
す
る
動
き
を
さ
ら
に
刺
激
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
一
九
五
二
年
七
月
二
三
日
の
若
い
将
校
に
よ
る
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
準
植
民
地
支
配
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
、
社
会
経
済
の
不
平
等
に
挑
戦
し
て
、
ガ
マ
ー

ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ナ
セ
ル
将
軍
が
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
。
一
九
五
六
年
七
月
二
六
日
に
ナ
セ
ル
大
統
領
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
管
理
下

に
あ
っ
た
ス
エ
ズ
運
河
の
国
有
化
を
宣
言
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
管
理
下
の
ス
エ
ズ
運
河
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
と
っ
て
は
エ
ジ
プ
ト
の
主
権
を

制
限
す
る
象
徴
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ナ
セ
ル
大
統
領
の
経
済
発
展
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
と
っ
て
は
国
家
の
歳
入
源
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
侵
攻
作
戦
に
対
し
て
エ
ジ
プ
ト
が
断
固
と
し
て
対
抗
し
た
こ
と
は
、

ナ
セ
ル
の
国
内
で
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
促
進
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
セ
ル
と
革
命
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
支
持
者
た
ち
を
グ
ロ
ー

バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
英
雄
と
し
た
（L

ittle, 2010: 307

-309; Irvin, 2014: 98; Y
aqub, 2013: 249

-251; S
chm
idt, 2103: 270

-

271; B
radley, 2010: 480; H

yam
, 2006: ch. 3; B

rendon, 2007: ch. 17; L
ouis, 2006: chs. 24, 25, 26; Y

aqub, 2013; 

秋
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田
、
二
〇
一
二：

第
三
章
）。

ナ
セ
ル
大
統
領
は
、
バ
ン
ド
ン
会
議
で
の
中
立
主
義
の
精
神
に
も
後
押
し
さ
れ
、
ス
エ
ズ
戦
争
で
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス

ラ
エ
ル
へ
の
〝
劇
的
な
勝
利
〞（
軍
事
的
に
は
実
質
的
に
敗
北
で
あ
っ
た
が
）
を
利
用
し
て
、
汎
ア
ラ
ブ
運
動
を
指
導
し
て
い
く
よ
う
に

な
る
。
ナ
セ
ル
大
統
領
が
指
導
し
た
汎
ア
ラ
ブ
運
動
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
抗
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
だ
け
で
は
な
く
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
、

ヨ
ル
ダ
ン
で
の
反
帝
国
主
義
と
脱
植
民
地
化
の
動
き
も
支
持
し
て
い
く
。
帝
国
主
義
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
二
つ
の
闘
争
は
、
い

く
つ
か
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
を
支
持
す
る
政
党
を
台
頭
さ
せ
た
ば
か
り
か
、
一
九
五
八
年
二
月
一
日
に
ナ
セ
ル
は
、

エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
か
ら
成
る
ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
を
建
国
し
て
、
そ
の
初
代
大
統
領
に
就
任
し
た
。
ア
ラ
ブ
連
合
共
和
国
は
、
一
時

的
な
存
在
に
と
ど
ま
っ
た
が
（
一
九
六
一
年
九
月
に
事
実
上
の
解
体
）、
単
一
の
ア
ラ
ブ
国
家
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
点
は
無
視
で
き
な
い
（L

ittle, 2010: 311; B
radley, 2010: 480; Y

aqub, 2013

）。

こ
う
し
て
、
バ
ン
ド
ン
会
議
と
ス
エ
ズ
戦
争
、
ナ
セ
ル
の
革
命
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
冷
戦
と
脱
植
民
地
化
と
の
関
係
を
さ
ら

に
複
雑
な
も
の
と
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
バ
ン
ド
ン
会
議
で
の
非
同
盟
の
強
調
を
快
く
思
わ
な
か
っ

た
し
、
エ
ジ
プ
ト
と
中
東
地
域
で
の
進
展
を
よ
り
強
い
警
戒
感
で
捉
え
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
ス
エ
ズ
運
河
の

管
理
権
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
同
盟
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
作
戦
に
反
対
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
東
地

域
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
が
脱
植
民
地
化
し
て
い
く
動
き
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
て
、
ナ
セ
ル
と
ア
ラ
ブ
革
命
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
軍
隊
を
支
持
す
る
こ
と
で
中
東
地
域
で
の
影
響
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
ソ
連
の
思
惑
へ
の
懸
念
を
反
映
し
て
い
た
（H

ahn,

1991; K
unz, 1991; Y

aqub, 2013; 

島
村
、
二
〇
一
六：

一
六
六
│

一
六
七
）。
そ
の
後
、
ナ
セ
ル
と
汎
ア
ラ
ブ
運
動
に
よ
っ
て
認
識

さ
れ
た
危
機
意
識
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
を
一
九
五
八
年
七
月
一
五
日
に
レ
バ
ノ
ン
内
戦
に
直
接
に
介
入
さ
せ
（
イ
ギ
リ
ス
は
合

同
軍
事
行
動
と
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
介
入
し
た
）、
イ
ラ
ン
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
リ
ビ
ア
、
イ
ラ
ク
で
の
保
守
的
な
新
西
側

の
指
導
者
た
ち
に
軍
事
支
援
と
経
済
支
援
を
提
供
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
中
東
地
域
以
外
で
も
、
冷
戦
の
論
理
は
、
脱
植
民
地
化
と
革
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命
的
な
挑
戦
に
対
す
る
懸
念
を
強
め
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
こ

う
し
た
懸
念
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
の
政
権
に
対
し
て
大
規
模
な
支
援
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
（B

radley, 2010: 481

）。

（
２
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
中
ソ

ソ
連
と
中
国
は
、
バ
ン
ド
ン
会
議
と
そ
の
精
神
を
よ
り
好
意
的
に
受
け
止
め
、
エ
ジ
プ
ト
の
ナ
セ
ル
大
統
領
の
動
き
を
ア
メ
リ
カ
よ

り
も
よ
り
肯
定
的
に
捉
え
た
が
、
中
ソ
の
指
導
者
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
に
対
す
る
戦
術
と
戦
略
を

め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
以
降
、
中
国
の
毛
沢
東
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
脱
植
民
地
化
と
民
族
解
放

の
動
き
に
対
し
て
、
ソ
連
の
指
導
者
た
ち
よ
り
も
積
極
的
に
支
援
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。
バ
ン
ド
ン
会
議
で
は
、
周
恩
来
首
相
が

主
導
的
な
役
割
を
担
い
、
新
た
に
脱
植
民
地
化
し
た
国
家
と
と
も
に
西
洋
の
帝
国
主
義
に
対
抗
す
る
「
統
一
戦
線
」
を
意
図
的
に
形
成

し
よ
う
と
試
み
た
。
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
顕
在
化
し
た
中
ソ
対
立
は
、
毛
沢
東
の
国
内
政
治
へ
の
関
心
と
中
国
の

核
兵
器
開
発
を
め
ぐ
る
対
立
が
根
底
に
あ
っ
た
が
、
脱
植
民
地
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
政
策
を
め
ぐ
る
ソ
連
と
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
対
立
も
無
視
で
き
な
い
。
中
国
の
毛
沢
東
は
、
ソ
連
の
「
修
正
主
義
」
と
「
平
和
共
存
」
路
線
を
批
判
し
つ
つ
、
帝
国
主
義
は

軍
事
闘
争
と
階
級
闘
争
を
通
じ
て
の
み
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
、
毛
沢
東
は
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
ア
メ
リ

カ
に
対
抗
す
る
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
闘
争
を
よ
り
積
極
的
に
支
持
し
つ
つ
、
ア
フ
リ
カ
地
域
で
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
政
権
と
民
族
解
放

運
動
と
の
間
で
よ
り
密
接
な
結
び
つ
き
を
強
化
し
た
（L

uthi, 2014: 76

-79; Z
hang, 2010; 367

-375; M
itter, 2013: 129

-131;

B
radley, 2010: 481; L

atham
, 2010: 266

-267; R
adchenko, 2010: 349

-356; Jian, 2013

）。

こ
う
し
た
中
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
積
極
的
な
動
き
は
、
ソ
連
を
中
東
地
域
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
、
カ
リ
ブ
地
域
に
も
持
続
的
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
中
ソ
間
の
競
争
は
、
彼
ら
の
潜
在
的
な
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同
盟
国
を
両
国
の
ど
ち
ら
の
側
に
与
す
る
か
と
い
う
圧
力
に
直
面
さ
せ
た
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
共
産
党
政
権
の
よ
う
に
、
中
ソ

対
立
を
巧
み
に
利
用
し
た
国
家
は
、
両
国
か
ら
大
規
模
な
援
助
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
（B

radley, 2010: 481

-482

）。

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
時
期
は
、
二
〇
年
間
に
わ
た
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
脱
植
民
地
化
の
大
き
な

波
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
す
る
た
め
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
勃
発
（
一
九
五
四
年
一
一

月
一
日
）
や
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
の
ケ
ニ
ア
で
の
マ
ウ
・
マ
ウ
族
の
反
乱
（
一
九
五
二
│

一
九
六
〇
年
）、
ガ
ー
ナ
の
独
立
（
一
九
五
七
年

三
月
六
日
）
は
、
ア
フ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
海
地
域
で
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
の
始
ま
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
の
冒
頭
で
見

た
通
り
、
一
九
六
〇
年
だ
け
で
ア
フ
リ
カ
の
一
七
カ
国
が
独
立
し
た
。
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ガ
イ
ア
ナ
な
ど
他

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
も
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
独
立
し
た
（B

radley, 2010: 464, 482; F
raser, 2013: 472; Irvin, 2014: 96

-99;

B
yrne, 2013

）。
一
九
五
九
年
一
月
八
日
に
は
、
カ
リ
ブ
海
地
域
の
キ
ュ
ー
バ
で
フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
率
い
る
キ
ュ
ー
バ
革
命
が
起

こ
り
、
彼
ら
の
自
己
主
張
の
強
い
反
帝
国
主
義
や
革
命
的
な
社
会
的
か
つ
経
済
的
な
変
化
を
要
求
す
る
姿
勢
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地

域
だ
け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
全
体
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
運
動
を
大
い
に
感
化
し
て
い
く
（P

iero, 2010: 327

-348;

B
radley, 2010: 482; P

lum
m
er, 2013: 514

）。

（
３
）
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
冷
戦

冷
戦
の
対
立
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
決
定
的
に
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
六
〇
年
七
月
に
コ
ン
ゴ

の
パ
ト
リ
ス
・
エ
メ
リ
ィ
・
ル
ム
ン
バ
の
政
権
を
、
一
九
六
四
年
一
二
月
に
は
ガ
イ
ア
ナ
の
チ
ェ
デ
ィ
・
ベ
レ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ー
ガ
ン
の

政
権
を
転
覆
し
よ
う
と
試
み
た
（S

chraeder, 1994; S
chm
idt, 2013: 271

-272; P
lum
m
er, 2013: 513

-514; F
raser, 2013:

477; 2000; M
cM
ahon, 2003: 85

-88

）。
ソ
連
は
特
に
一
九
六
〇
年
代
に
、
ま
す
ま
す
共
産
主
義
に
傾
倒
す
る
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ

政
権
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（P

iero, 2010: 333

-335; F
raser, 2013: 478

）。
一
九
六
一
年
一
月
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
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民
族
解
放
戦
争
を
積
極
的
に
支
援
す
る
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
戦
争
は
「
帝
国
主
義
が
存
在
し
続
け
、
ま
た
植
民

地
主
義
が
存
在
す
る
限
り
続
く
」
の
で
あ
る
。「
西
側
を
葬
り
去
る
こ
と
が
共
産
主
義
陣
営
の
宿
命
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
の
口
癖
で
あ
っ
た
（M

cM
ahon, 2003: 78

）。

同
じ
一
九
六
一
年
一
月
下
旬
に
は
、
大
統
領
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ケ
ネ
デ
ィ
が
演
説
で
、「
ど
の
よ
う
な
軍
事
攻
撃
を
も
無
意
味
に
す

る
よ
う
な
、
強
力
な
自
由
世
界
の
軍
事
力
」
を
構
築
す
る
た
め
、
十
分
な
予
算
を
配
分
す
る
よ
う
強
く
議
会
に
要
請
し
て
い
る
。
ケ
ネ

デ
ィ
は
、
ソ
連
も
中
国
も
「
世
界
支
配
の
野
望
を
あ
き
ら
め
て
お
ら
ず
」、「
ア
メ
リ
カ
は
国
家
的
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
」
お
り
、
ア

メ
リ
カ
国
民
が
そ
れ
に
耐
え
う
る
か
ど
う
か
も
「
ま
っ
た
く
不
透
明
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、「
日
に
日
に
危
機
は
深
刻
化
し
、
日

に
日
に
そ
の
解
決
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
兵
器
が
拡
散
し
、
敵
の
勢
力
が
強
化
さ
れ
て
い
く
な
か
、
わ
が
国
は
日
に
日
に
最
も
危

険
な
状
況
へ
と
近
づ
い
て
い
ま
す
」
と
警
告
し
た
（M

cM
ahon, 2003: 78

-79

）。

中
国
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
、
新
た
に
独
立
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
借
款
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
集
団
を
供
給
す
る
外
交
努
力
を
強
め

た
（
高
坂
、
一
九
八
九：

一
五
九
│

一
九
〇；

B
yrne, 2013

）。

し
か
し
、
帝
国
主
義
の
遺
産
や
戦
間
期
の
反
植
民
地
主
義
の
闘
争
、
脱
植
民
地
化
後
の
新
し
い
趨
勢
と
い
っ
た
対
抗
す
る
動
き
が
、

冷
戦
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
制
限
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
の
超
大
国
の
行
動
を
制
約
し
〝
抑
制
〞
し
た
（B

radley, 2010: 483

）。

フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
地
域
へ
と
広
が
っ
た
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
は
、
国
際
秩
序
を
め
ぐ
る
管
理
を
主
張
す
る
超
大
国
の
能
力
を
徐
々
に
低
下
さ
せ
て
い
た
」（F

raser, 2013: 475

）。

二
〇
世
紀
前
半
の
汎
ア
フ
リ
カ
運
動
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
に
か
な
り
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。
特
に
独
立
し
た
ガ
ー
ナ
の
勢

力
旺
盛
な
指
導
者
で
あ
る
エ
ン
ク
ル
マ
は
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
地
域
と
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
反
植
民
地
主
義
の
政
治
で
積
極

的
に
活
動
し
て
き
た
。
彼
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
脱
植
民
地
化
の
動
き
を
支
援
し
、
脱
植
民
地
化
後
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
間
の
連
帯
意

識
を
強
化
す
る
た
め
に
強
力
な
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
を
主
張
し
た
。
一
九
五
八
年
一
二
月
に
彼
は
、
バ
ン
ド
ン
精
神
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
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全
ア
フ
リ
カ
人
民
会
議
（A

ll

-African
P
eople’s

C
onference

）
を
開
催
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
エ
ン
ク
ル
マ
は
、
一

九
六
〇
年
の
国
連
総
会
で
、「
こ
の
啓
蒙
の
二
〇
世
紀
に
、
い
く
つ
か
の
国
家
は
依
然
と
し
て
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
の
無
駄
な
栄

光
を
激
賞
し
て
い
る
。
　
…
し
か
し
、
私
の
見
解
で
は
、
植
民
地
を
保
有
す
る
こ
と
は
今
で
は
、
国
連
の
加
盟
国
で
あ
る
こ
と
と
ま
っ

た
く
相
容
れ
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
（Irvin, 2014: 99, 101; B
radley, 2010: 483

）。
こ
の
国
連
総
会
で
は
、
す
べ
て
の
植
民
地

に
独
立
を
与
え
る
行
動
が
直
ち
に
と
ら
れ
る
よ
う
要
請
す
る
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
（F

raser, 2013: 475

-476

）。

こ
う
し
た
動
き
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
超
大
国
間
の
冷
戦
秩
序
に
対
抗
し
て
共
通
の
利
益
の
た
め
に
協
力
し
合
う
よ
う
に
駆
り
立
て
、

社
会
的
か
つ
経
済
的
な
発
展
の
た
め
の
相
互
支
援
を
促
進
し
た
。
後
に
、
一
九
六
〇
年
九
月
六
日
の
コ
ン
ゴ
の
パ
ト
リ
ス
・
ル
ム
ン
バ

の
失
脚
と
一
九
六
一
年
一
月
一
七
日
の
彼
の
暗
殺
は
、
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ル
ム
ン
バ

も
、
か
ね
て
よ
り
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
の
運
動
で
活
発
的
に
活
動
し
て
い
た
。
ル
ム
ン
バ
の
暗
殺
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
の
疑
惑
は
、
ア

フ
リ
カ
の
結
束
に
向
け
た
地
域
の
圧
力
を
強
化
し
た
。
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
の
指
導
者
た
ち
は
、
一
九
六
三
年
五
月
二
五
日
に
ア
フ
リ
カ

統
一
機
構
（O

rganization
of
A
frican

U
nity: O

A
U

）
を
設
立
し
て
、
彼
ら
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
運
動
を
制
度
化
し
よ
う
と

試
み
た
が
、
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
で
の
汎
ア
フ
リ
カ
主
義
の
精
神
は
、
地
域
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
減
少
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
る
（B

radley, 2010: 483; B
yrne, 2013

）。

旧
植
民
地
の
国
家
と
の
対
立
は
、
脱
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
脱
植
民
地
化
後
の
国
家
形
成
を
指
導
し
、
管
理
し
よ
う
と
す
る
超
大

国
の
努
力
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
。
た
と
え
ば
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
一
九
五
〇
年
代
後
半

に
ジ
ェ
ム
政
権
に
経
済
支
援
を
惜
し
み
な
く
与
え
、
ジ
ェ
ム
を
東
南
ア
ジ
ア
の
「
奇
跡
の
人
」
と
賞
賛
し
た
（C

hapm
an, 2014: 106

-

108

）。
し
か
し
、
ジ
ェ
ム
政
権
へ
の
都
市
で
の
不
満
は
高
ま
り
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
共
産
主
義
の
反
乱
が
勢
い
を
増
す
と
、
ア
メ

リ
カ
の
政
策
決
定
者
た
ち
は
、
ジ
ェ
ム
が
ア
メ
リ
カ
の
助
言
と
指
導
に
耳
を
貸
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
ま
す
ま
す
憂
慮
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
一
九
六
三
年
一
一
月
一
日
の
ジ
ェ
ム
暗
殺
に
つ
な
が
る
軍
部
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
動
き
を
黙
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認
し
、
混
沌
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
時
期
へ
と
突
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（L
ogevall, 2010: 293

-295; C
hapm

an, 2014:

108

-111; B
radley, 2010: 483

）。
同
じ
く
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
一
六
日
の
「
一
三
日
間
」
の
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
後
、
カ

ス
ト
ロ
は
、
ソ
連
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（P
iero, 2010: 333

-335; L
atham

, 2010: 272

-273;

B
radley, 2010: 483

）。
彼
は
、
チ
ェ
・
ゲ
バ
ラ
と
と
も
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
ア
フ
リ
カ
地
域
で
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
民
族
解
放
運
動

に
影
響
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
他
国
に
負
け
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。

同
時
期
に
起
こ
っ
た
中
印
戦
争
の
勃
発
（
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
〇
日
）
は
、
脱
植
民
地
化
す
る
国
々
の
統
一
戦
線
を
指
導
し
よ
う

と
す
る
中
国
の
外
交
努
力
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
（Irvin, 2014: 102

）。
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
中
国
で
の
文
化
大
革
命
の
時
期
に
は
、

中
国
の
指
導
者
た
ち
が
毛
沢
東
の
モ
デ
ル
の
優
位
を
金
切
り
声
で
主
張
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
が
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
根
気
強

く
関
心
を
得
よ
う
と
し
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
多
く
の
国
家
と
脱
植
民
地
化
の
運
動
と
の
結
び
つ
き
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
（L

atham
, 2010: 274

-275; B
radley, 2010: 483

-484

）。
た
と
え
ば
、
中
越
関
係
は
、
中
国
の
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
へ
の
多

大
な
支
援
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
後
、
に
わ
か
に
悪
化
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
二
月
一
七
日
に
は
、
中

越
戦
争
が
勃
発
し
た
（F

raser, 203: 478; M
itter, 2013: 136

-137

）。
こ
の
間
、
ソ
連
は
、
中
国
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
改
善
を
模
索
し
て
い
く
（G

arthoff, 1994A

）。

一
九
六
二
年
に
、
議
論
を
戻
す
。
ア
フ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
地
域
で
の
脱
植
民
地
化
の
波
は
、
超
大
国
の
い
ず
れ
も
が
十
分
に
封
じ
込

め
、
管
理
で
き
な
い
よ
り
大
き
な
勢
力
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
が
、
冷
戦
の
国
際
秩
序
が
依
拠
し
て
き
た
国
家
に

基
づ
い
た
足
場
に
根
底
か
ら
挑
戦
す
る
「
外
交
革
命
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
前
は
国
家
だ
け
に
与
え
ら

れ
て
き
た
属
性
や
正
統
性
を
引
き
受
け
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
解
放
運
動
の
勝
利
の
結
果
で
あ
っ
た
（C

hafer, 2002; F
raser, 2013: 476;

Y
aqub, 2013: 251

-252; B
yrne, 2013

）。
こ
う
し
た
権
力
の
認
識
の
転
換
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
解
放
運
動
の
重
要
性
に
よ
っ
て
、
一
九

六
二
年
以
降
の
脱
植
民
地
化
の
国
際
政
治
の
動
き
で
の
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
国
家
議
会
や
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ア
ン
ゴ
ラ
、
東
チ
モ
ー
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ル
の
同
様
の
集
団
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
脱
植
民
地
化
の
時
期
の
「
外
交
革
命
」
は
、
ま
す
ま

す
手
に
負
え
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
人
口
増
加
や
環
境
汚
染
、
超
国
家
の
国
際
制
度
、
新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
形
態
、
シ
ス
テ

ム
上
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
植
民
地
側
の
人
々
の
意
識
的
な
働
き
と
い
っ
た
脱
植
民
地
化
の
よ
り
広
い
プ
ロ
セ

ス
は
、
超
大
国
の
対
立
が
深
刻
な
時
で
さ
え
、
冷
戦
シ
ス
テ
ム
を
深
刻
に
弱
体
化
さ
せ
、
最
終
的
に
は
「
冷
戦
後
の
世
界
」
を
描
く
よ

う
に
な
っ
て
い
く
（B

radley, 2010: 484

）。

一
九
六
二
年
以
降
も
、
冷
戦
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
強
力
な
役
割
を
果
た
し
続
け
た
。
ア
メ
リ
カ
や
ソ
連
、

中
国
に
よ
る
脱
植
民
地
化
後
の
国
家
形
成
へ
の
介
入
は
、
ま
ず
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で
、
後
に
ア
ン
ゴ
ラ
や
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

中
央
ア
フ
リ
カ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
ま
す
ま
す
で
し
ゃ
ば
り
で
軍
事
化
さ
れ
た
も
の
へ
と
変
化
し
た
。
ネ
ル
ー
や
ホ
ー
・
チ
・
ミ

ン
、
ナ
セ
ル
、
エ
ン
ク
ル
マ
と
い
っ
た
脱
植
民
地
化
の
第
一
の
波
の
指
導
者
た
ち
が
表
舞
台
か
ら
退
場
す
る
に
つ
れ
て
、
ア
ン
ゴ
ラ
の

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
ト
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
ダ
ニ
エ
ル
・
オ
ル
テ
ガ
と
い
っ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
指
導
者
だ
け
で
な
く
、
チ
リ
の
ア
ウ
グ
ス

ト
・
ピ
ノ
チ
ェ
ト
や
ザ
イ
ー
ル
の
ジ
ェ
セ
フ
・
モ
ブ
ツ
と
い
っ
た
き
わ
め
て
保
守
的
な
指
導
者
た
ち
と
い
っ
た
地
域
の
よ
り
軍
事
的
な

指
導
者
た
ち
の
世
代
が
現
れ
た
。
彼
ら
の
世
界
観
は
、
脱
植
民
地
化
後
の
世
界
で
国
家
と
国
民
と
の
間
の
対
立
と
抑
圧
の
レ
ベ
ル
を
強

化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（W

estad, 2007; G
arthoff, 1985; L

atham
, 2010: 277

-280; B
radley, 2010: 483

-484

）。
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